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富
士
男

１
．
断
念
の
あ
り
か
─
─
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
美
術
と
神
学

　

新
約
聖
書
パ
ウ
ロ
書
簡
中
の
﹁
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
書
簡
﹂
を
み
よ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
聖
書
読
解
の
歴
史
で
最
も
注
目
さ
れ
て
き
た
一
節
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

﹁
で
は
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
語
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ

［
ユ
ダ
ヤ
人
］
が
優
っ
て
い
る
と
で
も
い
う
の
か
。
と
ん
で
も
な
い
。

す
べ
て
ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ア
人
も
、
ひ
と
し
く
罪
の
も
と
に
あ
る

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
証
示
し
て
き
た
し
、
何
と
い
っ
て
も
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
︵
詩
編14. 1-3., 53.2-4

︶。﹃
正

し
い
者
︵gerech

t

︶
は
い
な
い
。
ひ
と
り
も
い
な
い
。
よ
く
知
る

者
︵verstän

d
ig

︶
も
、
い
な
い
。
神
を
問
い
た
だ
す
︵fragen

︶
者

も
、
い
な
い
。
誰
も
が
す
べ
て
、
道
を
踏
み
は
ず
し︵ab

gew
ich

en

︶、

ま
と
も
で
は
な
い
︵u

n
tü

ch
tig

︶
の
だ
。
善
︵G

u
tes

︶
を
行
う
者
も
、

誰
ひ
と
り
い
な
い
。﹄﹂︵
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
書
簡 3. 9-10

︶︵
１
︶。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
︵K

arl B
arth

, 1886-

1968

︶
は
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
一
八
年
八
月
に
擱
筆
し
た
原
稿
を
﹃
ロ

ー
マ
書
簡
﹄
と
題
し
て
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
の
小
さ
な
Ｇ
・
Ａ
・
ペ
シ
ュ
リ

ン
社
か
ら
一
九
一
九
年
︵
実
際
は
一
九
一
八
年
ク
リ
ス
マ
ス
︶
に
出
版
し
た
︵
２
︶。

バ
ル
ト
は
、
自
由
主
義
神
学
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー

︵Fried
rich

 D
an

iel E
rn

st Sch
leierm

ach
er, 1768-1834

︶
に
お
け

る
信
仰
の
主
観
性
を
重
視
し
つ
つ
、
し
か
し
神
と
人
間
と
の
隔
絶
を
﹁
神

の
神
性
の
再
発
見
︵W

ied
eren

td
eck

u
n
g d

er G
o
tth

eit G
o
ttes

︶﹂

か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
追
究
す
る
︵
３
︶。
当
初
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
パ
ウ
ロ
は
、

	

︱
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
を
視
野
に
お
い
て

特
集
●
ド
イ
ツ
美
術
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
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神
の
律
法
を
遵
守
す
る
者
に
し
か
救
済
は
な
い
と
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
迫

害
者
で
、
イ
エ
ス
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
リ
ス

ト
教
に
転
向
し
て
以
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
み
な
ら
ず
異
邦
人
も
救
い
の
対
象

と
な
り
う
る
と
の
ヘ
レ
ニ
ス
ト
的
な
信
仰
義
認
︵R

ech
tfertigu

n
g

︶
の

立
場
を
つ
よ
く
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
﹁
正
し
い
者
も
、
よ

く
洞
察
す
る
者
も
、
善
行
の
者
も
、
ど
こ
に
も
い
な
い
﹂
と
パ
ウ
ロ
は
語

り
か
け
た
。
パ
ウ
ロ
が
提
示
し
た
こ
の
よ
う
な
混
迷
の
道
に
あ
る
人
間
は
、

バ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
烈
な
明
暗
を
付
与
さ
れ
る
。
バ
ル
ト
は
﹁
書

簡3. 9-20

﹂
を
次
の
よ
う
に
読
み
解
く
。
こ
の
よ
う
な
混
迷
を
生
き
る
人

間
に
と
っ
て
の
主
題
と
は
何
か
。

﹁
主
題
は
、
つ
ま
り
歴
史
の
本
来
の
主
題
は
、
人
間
自
体
を
否
定
す

る
こ
と
で
も
、
是
認
す
る
こ
と
で
も
な
く
て
、
人
間
が
、
人
間
で
な

い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
自
分
の
永
遠
の
根
源
で
あ
る
神
に
対
す
る
関

係
に
お
い
て
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
問
題
性
を
認
識
す
る
こ
と
で

あ
る
。
⋮
⋮
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
宗
教
、
道
徳
、
文
化
に
対
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
相
対
的
批
判
と
は
本
質
的
に
無
関
係
で
あ
る
。
⋮
⋮
そ

れ
は
、
神
と
人
間
と
の
間
の
状
況
の
現
実
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
す

べ
て
の
試
み
を
徹
底
的
に
断
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⋮
⋮
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
究
極
的
断
念
に
よ
っ
て
、
神
そ
の
も
の
の
認
識
が
、
そ
れ

と
同
時
に
こ
の
世
の
、
ま
た
歴
史
の
永
遠
の
意
味
の
認
識
を
得
る
た

め
の
道
が
切
り
開
か
れ
る
。
被
造
物
の
否
定
に
よ
る
以
外
に
、
創
造

者
の
肯
定
と
被
造
物
の
永
遠
の
意
味
は
い
ま
だ
か
つ
て
認
識
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
﹂︵
４
︶。

　

バ
ル
ト
の
神
学
は
こ
の
よ
う
に
、
神
と
人
間
、
不
可
視
な
神
と
可
視
的

な
人
間
世
界
、
永
遠
と
時
間
を
隔
絶
し
、
そ
う
し
た
神
と
人
間
と
の
原
理

的
な
対
立
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
言
い
換
え
れ
ば
﹁
神
が
人
間
に
と
っ
て
永
久

に
不
安
の
種
﹂
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
に
お

け
る
神
の
自
己
啓
示
に
よ
っ
て
神
人
の
一
致
が
、
つ
ま
り
神
と
人
間
と

の
究
極
で
の
﹁
根
源
的
一
致
﹂
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、

グ
ノ
ー
シ
ス
的
二
元
論
に
も
比
し
う
る
特
異
な
﹁
限
界
／
危
機
︵K

risis

︶﹂

に
身
を
置
く
弁
証
法
神
学
︵d

ialek
tisch

e T
h
eo

lo
gie

︶
の
提
示
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
バ
ル
ト
の
﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
第
一
版
と
第
二
版
の

異
同
、
あ
る
い
は
他
の
教
義
学
的
著
作
を
綿
密
に
検
証
し
な
け
れ
ば
、
彼

の
弁
証
法
神
学
の
提
示
は
明
確
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ル

ー
ド
ル
フ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
︵R

u
d
o
lf B

u
ltm

an
n
, 1884-1976

︶
や
エ
ー

ミ
ル
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
な
ど
、
バ
ル

ト
の
盟
友
と
い
っ
て
よ
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
の
バ
ル
ト
理
解
・
批

判
を
よ
く
吟
味
せ
ず
に
﹁
弁
証
法
神
学
﹂
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
不
用
意

に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
の
力
動
す
る
言
表
の
速
度
と
、
相
対
化
の

果
て
に
絶
対
を
探
り
あ
て
よ
う
と
す
る
論
述
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
い

わ
ゆ
る
﹁
ク
ラ
シ
ッ
シ
ェ
・
モ
デ
ル
ネ
／
古
典
的
近
代
︵K

lassisch
e 

M
o
d
ern

e
︶﹂
の
造
形
芸
術
を
研
究
す
る
者
に
と
り
、
お
よ
そ
看
過
し
え

な
い
。
く
わ
え
て
神
学
と
は
、
信
仰
を
支
え
る
啓
示
の
内
容
を
理
論
的
に
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理
解
す
る
営
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
哲
学
と
異
な
り
、
そ
の
信
仰
を
他
者

に
伝
達
し
共
有
す
る
働
き
を
目
指
し
て
も
い
る
。﹁
古
典
的
近
代
﹂
の
造

形
芸
術
は
、
フ
ォ
ー
ヴ
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
表
現
主
義
、
抽
象
、
構
成
主
義
、

あ
る
い
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
、
ダ
ダ
ほ
か
、
従
前
の
表
現
を

ま
さ
に
相
対
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
多
様
化
し
つ
つ
、
な
お
感
性
的
＝

美
的
価
値
︵ästh

etisch
er W

ert

︶
の
根
源
を
開
示
し
よ
う
と
実
験
や
運

動
を
続
け
た
。
そ
し
て
芸
術
で
あ
る
以
上
、
そ
の
試
行
を
つ
ね
に
他
者
に

伝
達
し
、
共
有
す
る
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
い
わ
ば
バ
ル

ト
の
提
示
し
た
対
話
的
﹁
弁
証
法
﹂
を
同
時
代
の
問
題
と
し
て
美
術
史
研

究
の
視
野
に
お
い
て
、
決
し
て
不
当
で
は
な
い
は
ず
だ
。
も
と
よ
り
、
今

日
で
も
な
お
、
そ
の
論
理
は
す
べ
て
首
肯
で
き
な
い
と
し
て
も
、
ハ
ン

ス
・
ゼ
ー
ド
ル
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
理
神
論
や
汎
神
論
へ
の
言
及
、
シ
ュ
ラ

イ
ア
マ
ハ
ー
の
引
用
を
再
度
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
、
古
典
的
近
代

に
お
け
る
造
形
芸
術
の
﹁
中
心
の
喪
失
﹂
と
、
近
代
神
学
と
を
関
連
づ
け

る
研
究
は
、
お
よ
そ
乏
し
い
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
レ
シ
ュ
や
ラ
イ
ン
ハ
ル

ト
・
ヘ
プ
ス
ら
の
研
究
に
注
目
す
る
所
以
で
も
あ
る
︵
５
︶。

2
．エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
境
位

　

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム︵ökum

enische B
ew

egung/

Ö
k
u
m

en
ism

u
s, ecu

m
en

ical m
ovem

en
t/ecu

m
en

ism

︶
と
は
、
ギ

リ
シ
ア
語
の
﹁
家
・
住
み
処
︵o

ik
o
s

︶﹂
に
由
来
し
、
基
本
的
に
、
宣
教

を
め
ざ
す
う
え
で
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
多
様
な
運
動
・
会
派
・
組
織
お
よ

び
教
義
の
統
合
・
一
致
を
、
ま
た
他
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
外
部
の

生
活
世
界
や
諸
宗
教
の
合
併
・
連
帯
・
協
力
の
実
現
を
意
味
す
る
概
念
で

あ
る
。﹁
教
会
一
致
促
進
運
動
﹂
と
も
訳
出
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
エ
キ

ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
英
語
表
記
を
使
用
す
る
。
と
い
う
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
は

そ
も
そ
も
、
複
雑
な
﹁
家
・
住
み
処
﹂
の
歴
史
を
持
つ
か
ら
だ
。
キ
リ
ス

ト
教
会
は
、
旧
約
聖
書
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
始
ま
る
も
の
の
、
つ
い

で
神
の
国
か
ら
遣
わ
れ
さ
れ
た
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
帝
国
内
に
つ
く

ら
れ
た
新
し
い
﹁
神
の
民
族
﹂
の
共
同
体
と
な
り
、
し
か
も
そ
の
継
承
と

構
成
は
ロ
ー
マ
帝
国
を
こ
え
た
世
界
に
発
展
し
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
と
東
方
諸
教
会
・
正
教
会
と
の
並
立
が
、
さ
ら
に
は
十
六
世
紀
に
な

る
と
教
会
内
で
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
ル
タ
ー
派
・
改
革
派
、

聖
公
会
︵
英
国
教
会
︶
が
離
脱
・
成
立
す
る
事
態
が
生
じ
た
︵
６
︶。

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
公
会
議
の
歴
史
と
い
う
観
点
に
立
つ
と
、
第
一
ニ

カ
イ
ア
︵
三
二
五
年
︶、
第
一
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
︵
三
八
一
年
︶、

エ
フ
ェ
ソ
ス
︵
四
三
一
年
︶、
カ
ル
ケ
ド
ン
︵
四
五
一
年
︶
と
い
う
最
初
の

四
回
、
つ
づ
い
て
第
二
リ
ヨ
ン
︵
一
二
七
四
年
︶、
そ
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
︵
一
四
三
九
年
︶
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

︵M
artin

 Lu
th

er, 1483-1546

︶
に
よ
る
﹁
宗
教
改
革
﹂
運
動
は
、﹁
九
十

五
ヵ
条
提
題
﹂︵
一
五
一
七
年
︶、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
審
問
︵
一
五
一
八
年
︶、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
討
論
︵
一
五
一
九
年
︶、
あ
る
い
は
人
文
主
義
者
エ
ラ
ス

ム
ス
と
の
自
由
意
志
論
争
︵
一
五
二
四
︱
二
五
年
︶、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
と

の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
聖
餐
論
会
談
︵
一
五
二
九
年
︶
と
展
開
し
、
中
世
的

な
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
再
編
・
分
断
を
突
き
つ
け
た
。
近
世
社
会
へ
の
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移
行
を
具
現
す
る
こ
う
し
た
分
裂
・
混
乱
を
整
序
す
る
た
め
に
、
レ
ー

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
宗
教
会
談
︵
一
五
四
一
年
︶
や
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
宗
教
和

議
︵
一
五
五
五
年
︶
が
開
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
・

カ
ト
リ
ッ
ク
側
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
側
と
の
協
議
は
さ
ほ
ど
成
果
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
側
も
、
ル
タ

ー
の
改
革
提
題
に
対
応
す
る
自
己
改
革
を
め
ざ
し
て
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議

︵
一
五
四
五
︱
六
三
年
︶
を
開
催
し
て
、
義
認
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
︵
秘
跡
︶

な
ど
の
教
義
を
再
確
認
し
、
典
礼
を
整
備
し
た
が
、
こ
れ
以
後
、
公
会
議

は
、
普
仏
戦
争
の
た
め
に
短
期
間
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
第
一
ヴ

ァ
テ
ィ
カ
ン
︵
一
八
六
九
︱
七
〇
年
︶
を
括
弧
に
い
れ
る
と
す
れ
ば
、
神

学
者
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
︵K

arl R
ah

n
er, 1904-84

︶
の
主
導
し
た
重

要
な
第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
︵
一
九
六
二
︱
六
五
年
︶
ま
で
四
〇
〇
年
の
間
、

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
距
離
を
お
き
つ
づ
け
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
が
重
要
な
概
念
の
位
置
を
し
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
じ

つ
は
十
九
世
紀
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
リ
ー
リ

ン
グ
も
強
調
す
る
よ
う
に
︵
７
︶、
十
六
世
紀
の
近
世
で
は
な
く
、
む
し
ろ

十
九
世
紀
に
近
代
社
会
の
非
宗
教
化
・
世
俗
化
に
直
面
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
の
取
り
組
み
の
現
れ
と
み
て
不
当
で
は
な
い
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
裏
打
ち
す
る
の
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
神
学

で
あ
ろ
う
。
こ
の
学
者
は
、
思
弁
的
歴
史
理
解
と
し
て
の
神
学
に
は
距

離
を
お
き
、
あ
く
ま
で
人
間
に
お
け
る
信
仰
を
神
へ
の
全
的
依
存
感
情

と
把
握
し
、
し
か
も
こ
う
し
た
十
全
・
絶
対
の
感
情
が
た
ん
な
る
帰
依
で

は
な
く
、
人
間
に
イ
エ
ス
と
の
絶
え
ざ
る
心
的
交
通
を
与
え
、
イ
エ
ス
の

追
体
験
と
い
う
べ
き
解
釈
学
的
循
環
を
も
た
ら
し
、
人
間
に
自
己
形
成

し
て
ゆ
く
力
を
も
た
ら
す
と
洞
察
し
た
。
哲
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ

ィ
ル
タ
イ
︵W

ilh
elm

 D
ilth

ey, 1833–1911

︶
は
精
神
科
学
の
根
底
に
、

生
の
連
関
に
則
し
た
三
つ
の
概
念
、
つ
ま
り
体
験
︵E

rleb
n
is

︶、
表
現

︵A
u
sd

ru
ck

︶、
理
解
︵V

ersteh
en

︶
を
提
示
し
、
歴
史
的
理
性
批
判
を

志
向
し
た
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
哲
学
・
解
釈
学
を
導
い
た
の
は
、
シ

ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
研
究
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
、

ロ
マ
ン
主
義
者
と
も
交
流
を
持
ち
、
教
会
と
い
う
権
威
か
ら
自
由
な
近
代

的
神
学
を
唱
導
し
た
︵
８
︶。
彼
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
に
触
れ
よ
う
。

　

ひ
ろ
く
教
義
の
強
制
に
反
対
し
、
人
間
の
倫
理
的
関
係
を
重
視
し
つ

つ
世
俗
化
に
も
開
か
れ
た
立
場
を
自
由
主
義
神
学
と
呼
ぶ
な
ら
、
そ
の

具
体
的
活
動
の
展
開
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
近
代
的
展
開
と
重
ね
あ

わ
せ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
一
八
一
七
年
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
で
行
わ
れ

た
ル
タ
ー
派
と
改
革
派
と
の
﹁
教
会
合
同
︵K

irch
en

u
n
io

n

︶﹂
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
国
王
の
政
治
的
関
心
が
作
用
し
て
い
る
と
し
て
も
、
近
現
代

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
重
要
な
第
一
歩
と
み
な
せ
よ
う
。
あ
る
い
は
そ
の

発
展
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
一
八
四
四
年
に
設
立
さ
れ
た
﹁
キ
リ
ス
ト

教
青
年
会
︵Y

M
C
A

/C
V

JM

︶﹂
や
一
八
七
五
年
開
設
の
﹁
改
革
派
教
会
世

界
連
盟
︵W

o
rld

 A
llian

ce o
f R

efo
rm

ed
 C

h
u
rch

es, W
A

R
C

︶﹂
ほ

か
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
多
様
な
運
動
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
明
確
に
指

針
に
掲
げ
た
。
そ
う
し
た
活
動
を
集
約
す
る
よ
う
に
二
十
世
紀
初
頭
、
一

九
一
〇
年
六
月
に
英
国
・
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
﹁
世
界
宣
教
会
議
︵W

o
rld

 

M
issio

n
ary C

o
n
feren

c

︶﹂
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
運
動
は
一
九
四
八
年
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に
﹁
世
界
教
会
協
議
会
︵W

o
rld

 C
o
u
n
cil o

f C
h
u
rch

es, W
C
C

︶﹂
が

代
表
す
る
方
向
に
発
展
し
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
第
二
ヴ

ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
︵
一
九
六
二
︱
六
五
年
︶
で
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会

議
以
降
四
〇
〇
年
ぶ
り
に
典
礼
を
改
革
し
、
ま
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を

会
議
の
重
点
に
も
位
置
づ
け
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
教
理
・
典
礼

あ
る
い
は
宣
教
を
め
ぐ
る
対
話
・
統
合
は
決
し
て
容
易
に
実
現
し
え
な

い
道
筋
な
が
ら
、
一
九
九
九
年
十
月
に
ド
イ
ツ
・
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で

﹁
義
認
の
教
理
に
関
す
る
共
同
宣
言
︵G

em
ein

sam
e E

rk
läru

n
g zu

r 

R
ech

tfertigu
n
gsleh

re

︶﹂
が
世
界
百
二
十
八
教
会
の
加
盟
す
る
ル
タ
ー

派
世
界
連
盟
︵Lu

th
erisch

e W
eltb

u
n
d
, LW

B

︶
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
そ
し
て
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
世
界
連
盟
で
調
印
さ
れ
た
事
実
は
、
宗

教
の
消
滅
が
問
わ
れ
る
現
代
社
会
で
看
過
し
え
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

　

以
上
に
、
神
学
研
究
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
推
移
を

記
し
た
の
は
、
近
代
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
会
派･

宗
派
の
多
様

な
展
開
や
再
編
が
、
じ
つ
は
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
・
ス

ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
お
け
る
近
代
美
術
史
上
の
多
様
な
変
化
と
一

種
の
並
行
関
係
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
、
ま
た
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

美
術
史
学
で
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
つ
研
究
が
今
日
な
お
乏
し
い
か
ら
だ
。

本
稿
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
一
作
家
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
に
限
定
し
た

さ
さ
や
か
な
考
察
だ
が
、
今
後
の
研
究
に
む
け
た
問
題
提
起
と
し
て
の
試

み
で
も
あ
る
。

3
．
美
術
史
学
・
芸
術
学
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム

美
術
史
学
・
芸
術
学
の
立
場
か
ら
、
近
現
代
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
考

察
す
る
と
き
、
最
も
端
的
な
考
察
の
対
象
は
、
キ
リ
ス
ト
・
聖
母
・
諸
聖

人
の
崇
敬
に
貢
献
す
る
聖
像
の
可
否
や
、
教
義
の
内
容
理
解
に
資
す
る
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
な
図
像
、
そ
し
て
記
号
的
象
徴
的
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
関
連
す
る
造

形
芸
術
表
現
の
是
非
で
あ
り
、
あ
る
い
は
礼
拝
・
典
礼
の
た
め
の
共
同
体

の
空
間
と
し
て
の
教
会
堂
建
築
で
あ
り
、
ま
た
礼
拝
・
典
礼
に
お
い
て
音

楽
が
共
同
体
に
果
た
す
役
割
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
聖
書
の
言
葉
が
理
性
と

啓
示
と
の
交
通
で
あ
る
以
上
、
聖
書
も
し
く
は
神
学
的
教
義
に
お
け
る
文

体
論
や
意
味
論
に
即
し
た
言
語
学
・
文
芸
学
的
解
釈
の
水
準
に
お
け
る
感

性
的
＝
美
的
な
イ
メ
ー
ジ
・
形
像
の
位
置
づ
け
の
問
題
に
な
ろ
う
。
諸
宗

教
の
な
か
で
も
、
不
可
視
な
神
を
可
視
的
な
イ
エ
ス
の
﹁
受
肉
﹂
と
し
て

開
示
す
る
教
義
を
根
本
に
お
く
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
ば
、
啓
示
や
聖
画
像

を
め
ぐ
る
多
様
な
論
争
は
当
然
の
推
移
で
あ
る
。
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
が
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
の
差
異
化
か
ら
、
造
形
芸
術
の
役
割
を
積
極

的
に
肯
定
し
た
事
実
は
、
確
か
め
る
ま
で
も
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
十
九
世
紀
か
ら
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
は
、
美
術
史
学
・
芸

術
学
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

と
の
交
通
と
し
て
、
信
仰
・
神
学
と
芸
術
や
感
性
的
＝
美
的
イ
メ
ー
ジ
と

の
接
合
が
い
か
に
可
能
か
不
可
能
か
を
議
論
す
る
場
と
し
て
、
芸
術
学
・

美
学
上
で
重
要
な
契
機
に
も
な
り
う
る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
は
そ

の
よ
う
に
進
行
し
な
か
っ
た
。
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エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
は
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
課
題
を
回
避
し
た
、
い
や

回
避
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
二
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
造
形

芸
術
そ
の
も
の
の
内
的
な
変
容
と
、
そ
し
て
、
宗
教
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
で

の
社
会
的
な
﹁
文
化
闘
争
︵K

u
ltu

rk
am

p
f

︶﹂
の
二
つ
で
あ
る
。　
　

　
﹁
文
化
闘
争
﹂
と
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
／
ド
イ
ツ
帝
国
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
立
つ
首
相
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ス
マ
ル
ク

︵
在
職
一
八
六
二
︱
一
八
九
〇
︶
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
︵
一
八

七
八
年
没
︶
と
の
対
立
で
、
一
八
七
〇
年
代
に
そ
の
状
況
は
拡
大
し
た
︵
９
︶。

南
ド
イ
ツ
・
ジ
グ
マ
リ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
ボ
イ
ロ
ン
修

道
院
を
中
心
に
建
築
家
・
彫
刻
家
・
画
家
の
神
父
デ
ジ
デ
ー
リ
ウ
ス
［
ペ

ー
タ
ー
］・
レ
ン
ツ
︵
一
八
三
二
︱
一
九
二
八
︶
が
主
導
し
た
﹁
ボ
イ
ロ
ン

美
術
派
︵B

eu
ro

n
er K

u
n
stsch

u
le

︶﹂
の
活
動
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の

積
極
的
な
反
撃
で
あ
り
、
文
化
闘
争
の
典
型
と
み
な
し
て
よ
い
︵
図
１
︶。

し
か
し
こ
の
対
立
は
ド
イ
ツ
に
限
ら
な
い
。

一
八
六
一
年
の
イ
タ
リ
ア
国
統
一
を
は
じ
め
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
ほ

か
近
代
国
家
と
し
て
の
統
治
が
確
立
す
る
こ
の
時
代
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
、
近
代
国
家
と
教
会
と
の
文
化
闘
争
に
対
す
る
危
機
感
を

も
た
ら
し
た
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
芸
術
的

活
動
の
促
進
は
、
世
界
宗
教
的
な
視
野
に
も
と
づ
く
、
政
治
的
危
機
に

対
応
す
る
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
と
考
え
て
よ
い︵
10
︶。
フ
ラ
ン
ス
に
眼
を

転
じ
れ
ば
、
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
︵M

au
risce D

en
i, 1870-1943

︶
が
注

目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
画
家
ド
ニ
は
、
ナ
ビ
派
、
ポ

ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
と
交
流
し
つ
つ
、
一
八
九
〇
年
に
﹁
絵
画
と
は
、
軍
馬

や
女
性
の
ヌ
ー
ド
、
逸
話
で
あ
る
以
前
に
、
一
定
の
秩
序
を
も
っ
て
集

め
ら
れ
た
色
彩
で
覆
わ
れ
た
平
面
で
あ
る
﹂
と
近
代
的
な
絵
画
造
形
の

根
本
を
宣
言
し
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
主
題
を
重
視
し
、
宗
教
的

な
自
己
犠
牲
意
識
に
則
し
た
制
作
を
実
践
し
た︵
11
︶。
一
九
一
四
年
こ
ろ

か
ら
は
、
聖
堂
の
ガ
ラ
ス
絵
な
ど
を
手
が
け
、
一
九
一
九
年
に
は
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
︵G

eo
rge 

D
esvallières,1861-1950

︶
ら
と
﹁
聖
な

る
芸
術
工
房
︵
ア
ト
リ
エ
・
ダ
ー
ル
・
サ

ク
レA

teliers d
'A

rt Sacré

︶﹂
を
設
け
た
。

ド
ニ
が
ボ
イ
ロ
ン
派
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
活
動
の
歩
み
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
芸
術
制
作
、
ま
た
ジ
ャ

ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
の
新
ト
マ
ス
主
義
の
芸

図1　P.レンツ《天使立像・画
稿》1874年　水彩・ペン　
ボイロンKA Avangardist u. 
Malermönchより
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術
研
究
と
も
連
動
し
、
さ
ら
に
ド
ミ
ニ
コ
会
神
父
マ
リ
︱

ア
ラ
ン
・
ク
チ

ュ
リ
エ
︵M

arie-A
lain

 C
o
u
tu

rier, 1897-1954

︶
に
継
承
さ
れ
、
後
の

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ッ
シ
ー
の
︽
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
・
ド
・
ト
ゥ
ッ
ト
・
グ
ラ

ー
ス
聖
堂
︾︵
一
九
五
〇
年
︶︵
図
２
︶、
ヴ
ァ
ン
ス
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院

︽
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
︾︵
マ
テ
ィ
ス
参
加
、
一
九
五
一
年
︶、
ロ
ン
シ
ャ
ン

の
ド
ミ
ニ
コ
会
︽
聖
母
巡
礼
礼
拝
堂
︾︵
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
一
九
五
五

年
︶
を
実
現
し
た
︵
12
︶。
こ
の
よ
う
に
、
一
概
に
文
化
闘
争
と
い
う
問
題

に
帰
着
し
な
い
多
様
な
実
践
も
あ
り
、
ロ
ー
マ･

カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
修
道

会
を
足
が
か
り
と
す
る
共
同
体
空
間
の
再
構
築
が
展
開
し
た
こ
と
は
強
調

し
て
よ
い
。

　

他
方
、
造
形
芸
術
の
内
的
な
変
容
が
注
目
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
前
半
の

ド
イ
ツ
絵
画
史
を
、
い
さ
さ
か
伝
統
的
視
点
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
方
向
︵
ル
ン
ゲ
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
︶
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
方
向
︵
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
、
コ

ル
ネ
リ
ウ
ス
︶
か
ら
把
握
し
、
つ
づ
く
ド
イ
ツ
十
九
世
紀
後
半
を
展
望
す

る
と
き
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
美
術
と
の
能
動
的
な
関
連
が
問
わ

れ
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
個
別
研
究
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
け
れ

ど
も
、
た
と
え
ば
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
マ
イ
の
総
括
的
指
摘
に
耳
を
傾
け
た
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
美
術
は
、
宗
教
的
啓
示
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
役
割

を
脱
却
し
、
む
し
ろ
﹁
美
術
そ
の
も
の
が
啓
示
た
り
う
る
こ
と
を
訴
求
し
、

い
わ
ば
代
行
宗
教
︵E

rsatzreligio
n

︶
へ
と
歩
み
だ
す
﹂︵
13
︶。

　

十
九
世
紀
初
頭
の
芸
術
論
、
感
性
学
＝
美
学
で
進
行
し
た
﹁
美
し
さ
﹂

か
ら
﹁
崇
高
﹂
へ
の
規
範
的
概
念
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
、
美
術
作
品

が
宗
教
に
代
行
す
る
事
態
を
告
げ
て
い
よ
う
。
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

リ
オ
タ
ー
ル
が
二
十
世
紀
半
ば
の
抽
象
表
現
主
義
ま
で
も
﹁
崇
高
﹂
論
の

地
平
に
お
く
洞
察
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
ン
ト
や
シ
ラ
ー
の
よ

う
に
表
現
や
制
作
の
主
体
化
と
し
て
崇
高
問
題
を
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、

つ
ま
り
再
現
表
現
し
え
な
い
﹁
力
﹂
を
新
た
に
探
求
す
る
行
為
で
は
な
く
、

そ
れ
と
は
反
対
に
、
そ
う
し
た
主
体
化
そ
の
も
の
の
反
措
定
、
表
現
行
為

の
反
転
的
な
組
み
換
え
、
自
己
批
判
に
通
底
す
る
問
題
相
の
解
明
が
緊
要

図2　M.ノヴァリナ《ノートル・ダム・ド・トゥット・グラ
ース聖堂》1950年献堂　アッシー
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と
な
る
か
ら
で
、
近
代
の
﹁
崇
高
﹂
問
題
は
、
芸
術
の
現
代
の
問
題
性
を

予
型
的
に
示
す
か
ら
だ︵
14
︶。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
ゼ
ー
ド
ル
マ
イ

ヤ
の
指
摘
し
た
近
代
芸
術
の
四
つ
の
特
性
、
す
な
わ
ち
自
律
的
純
粋
、
幾

何
学
的
構
成
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
表
現
主
義
と
い
う
特
性
は
、
こ
の

崇
高
の
問
題
性
に
接
続
し
て
何
ら
不
当
で
は
な
い︵
15
︶。

　

マ
イ
が
﹁
代
行
宗
教
﹂
と
指
摘
す
る
芸
術
の
変
容
、
表
現
行
為
の
組
み

換
え
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
芸
術
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト･

フ
ィ
ー
ド
ラ
ー

︵C
o
n
rad

 Fied
ler, 1841-1895

︶
が
よ
り
明
確
に
論
じ
た
。

　

フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
は
、
代
表
的
な
論
考
﹁
芸
術
的
行
為
の
起
源
﹂︵
一
八
八

七
年
︶
で
、
芸
術
家
が
世
界
に
対
峙
す
る
と
き
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
作

品
に
お
け
る
可
視
的
な
自
然
描
写
の
適
不
適
と
い
っ
た
次
元
で
は
な
く
、

制
作
行
為
そ
の
も
の
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
こ
の
論
の
結
び
で
、
フ
ィ

ー
ド
ラ
ー
は
語
る
。
芸
術
的
行
為
の
本
質
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
誰
も
眼
に

し
な
か
っ
た
現
実
性
︵W

irk
lich

k
eit

︶
の
﹁
生
産
︵P

ro
d
u
k
tio

n

︶﹂、
つ

ま
り
可
視
的
な
現
実
の
不
可
視
で
あ
っ
た
何
か
を
可
視
化
す
る
行
為
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
芸
術
の
世
界
と
は
、
可
視
的
な
世
界
を
超
え
た
意
識
が
現

前
し
、﹁
啓
示
さ
れ
る
︵o

ffen
b
aren

︶﹂
場
な
の
で
あ
る
、
と
︵
16
︶。

　

フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
の
語
る
﹁
啓
示
﹂
と
は
、
可
視
的
世
界
を
超
え
た
代
行

宗
教
的
啓
示
と
解
釈
し
て
か
ま
わ
な
い
。
一
八
八
七
年
に
執
筆
さ
れ
た

﹁
芸
術
的
行
為
の
起
源
﹂
に
、
同
年
に
描
か
れ
た
ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
の

作
品
を
並
置
し
て
み
れ
ば
、
宗
教
と
の
代
替
性
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
こ
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
発
言
を
重
ね
て
み
よ
う
。
こ

の
神
学
者
の
芸
術
に
関
す
る
言
及
と
し
て
注
目
す
べ
き
﹃
宗
教
に
つ
い

て
﹄︵
一
七
九
九
年
︶
の
第
三
講
﹁
宗
教
の
涵
養
︵B

ild
u
n
g

︶
に
つ
い
て
﹂

で
あ
る
︵
17
︶。
本
講
は
、
信
仰
を
持
た
な
い
者
を
い
か
に
信
仰
に
む
け
て

教
育
す
る
か
で
は
な
く
、
宗
教
の
内
発
的
な
自
己
形
成
︵B

ild
u
n
g

︶
の

可
能
性
を
論
じ
る
内
容
だ
が
、
感
性
意
識
︵Sin

n

︶
の
次
元
で
芸
術
意
識

︵K
u
n
stsin

n

︶
に
触
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
よ
れ
ば
、
感
性

意
識
は
、
自
我
の
内
部
、
そ
し
て
外
部
に
向
か
う
二
つ
の
働
き
を
持
つ
が
、

同
時
に
、
両
者
を
内
的
に
結
合
す
る
第
三
の
道
を
歩
み
う
る
。
宗
教
は
こ

う
し
て
、
こ
の
第
三
の
聖
霊
の
働
き
に
よ
り
意
識
の
道
筋
を
無
限
の
宇
宙

へ
と
導
く
の
だ
が
、
芸
術
意
識
︵K

u
n
stsin

n

︶
に
も
同
様
の
働
き
が
あ

る
と
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
﹁
偉
大
で
崇
高
︵erh

ab
en

︶
な
芸
術
作
品

を
み
る
こ
と
は
、
何
に
も
ま
し
て
、［
宇
宙
に
対
す
る
感
性
が
開
示
さ
れ

る
よ
う
な
］
奇
跡
を
引
き
起
こ
す
誘
因
と
な
り
う
る
﹂
か
ら
だ
。
と
は
い

え
、
芸
術
意
識
は
こ
の
神
学
者
に
と
り
、
あ
く
ま
で
把
握
し
が
た
い
﹁
ひ

と
つ
の
神
秘
︵G

eh
eim

n
is

︶
に
と
ど
ま
り
つ
づ
け
る
﹂。

　

こ
の
一
節
は
含
意
に
と
み
、
あ
な
が
ち
芸
術
意
識
の
否
定
を
主
張
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
﹁
啓
示
﹂
と
芸
術
意
識
と
が
表
裏
一
体
に
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
に
よ
る
﹁
啓
示
﹂、

す
な
わ
ち
芸
術
的
制
作
行
為
と
し
て
の
生
産
＝
啓
示
の
理
解
を
想
起
す
れ

ば
、
十
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
語

る
﹁
神
秘
﹂
を
拡
大
し
、
い
か
な
る
対
象
世
界
の
制
作
に
も
宗
教
的
啓
示

と
並
行
す
る
位
置
を
確
保
し
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
こ
の
と
き
、
マ
イ
の

指
摘
す
る
﹁
代
行
宗
教
﹂
と
は
、
宗
教
的
主
題
の
再
編
の
意
味
で
は
な
く
、

不
可
視
の
世
界
の
可
視
化
と
い
う
制
作
行
為
そ
の
も
の
、﹁
生
産
﹂
行
為
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と
し
て
の
啓
示
を
意
味
す
る
。

　

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
観
点
に
立
ち
か
え
れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
の
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
は
、
近
代
国
家
の
政
教
分
離
を
危
機
と
と
ら
え
、
第
一
ヴ
ァ
テ

ィ
カ
ン
公
会
議
︵
一
八
六
八
︱
七
〇
年
︶
の
教
皇
不
可
謬
説
の
採
択
が
示

す
よ
う
に
、
教
皇
の
権
威
を
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ニ
ス
ム
と
し
て
再
強
化
し

た
。
教
会
芸
術
も
、
市
民
社
会
あ
る
い
は
国
際
的
な
視
野
で
の
宣
教
の
ひ

と
つ
の
基
軸
と
し
て
推
進
さ
れ
、
能
動
化
し
た
。
他
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
は
発
展
の
道
を
あ
ゆ
み
、
一
八
五
〇
年
頃
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
で

さ
え
約
三
五
〇
万
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
に
対
し
、
約
一
五
〇
万
人
の
信

徒
を
獲
得
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
並
ぶ
枢
要
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
で
あ

る
ス
イ
ス
は
同
時
期
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
一
四
二
万
人
で
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
九
七
万
人
と
確
た
る
地
歩
を
築
い
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
三
月
革
命
︵
一
八
四
八
年
︶
以
降
に
拡
大
す
る
労

働
者
層
基
盤
の
社
会
民
主
主
義
︵So

ziald
em

o
k
ratie

︶
運
動
に
も
対
抗

せ
ざ
る
を
え
な
い
過
程
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
、
宗
派･

会
派

の
多
様
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

内
部
で
の
宗
派
間
の
統
合
・
整
備
が
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
実
現
は
困

難
で
あ
っ
た
。　
　

　

神
学
を
み
れ
ば
﹁
一
八
八
〇
年
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
と
い
う
ス
タ
ー

が
消
え
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
［
神
学
の
倫
理
化
を
提
言
し
た
］
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト･

リ
ッ
チ
ュ
ル
も
そ
の
指
導
力
を
失
っ
た
。
反
対
に
宗
教
史
学
派

も
、
学
術
体
制
と
教
会
体
制
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
結
合
す
る
神
学
に
つ
い

て
発
言
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
﹂︵
18
︶。
そ
れ
ゆ
え
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
で
は
、
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
も
な
お
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の

問
い
か
け
た
﹁
芸
術
﹂
の
持
ち
う
る
能
動
性
は
、
受
容
さ
れ
る
余
地
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

十
九
世
紀
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
プ
ロ
ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
双
方
の
側
で
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
神
学
的
・
教
義

的
ま
た
社
会
制
度
的
な
統
合
・
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
両
者
間
で
の

﹁
統
合
・
一
致
﹂
は
主
題
化
さ
れ
が
た
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
、

と
く
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
状
況
は
む
し
ろ
、
二
十
世
紀
初
頭
の

古
典
的
近
代
に
お
け
る
美
術
の
多
様
で
革
新
的
な
制
作
活
動
を
胚
胎
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
│
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
理
解
し
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、

こ
の
局
面
に
登
場
し
た
神
学
者
バ
ル
ト
は
、
そ
の
状
況
を
覆
し
、
人
間
と

神
と
の
隔
絶
と
い
う
抜
き
差
し
な
ら
な
い
限
界
状
況
を
問
い
か
け
た
。

4
．
一
九
一
八
年
の
パ
ウ
ル･

ク
レ
ー
─
キ
リ
ス
ト
教
と
「
か
ら
だ
」

　

ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
出
身
の
画
家
パ
ウ
ル･

ク
レ
ー
︵P

au
l K

lee, 

1879-1940

︶
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
活
中
の
一
九
一
六
年
に
、
第
一
次
世

界
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
軍
戦
時
総
動
員
新
兵
と
し
て
兵
役
に
つ
い
た
。
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
近
郊
に
配
属
後
、
一
九
一
七
年
一
月
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
近
郊
の

ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
第
五
航
空
学
校
経
理
課
に
転
属
。
一
九
一
八
年
十

一
月
に
ド
イ
ツ
軍
と
連
合
国
の
休
戦
協
定
を
迎
え
、
画
家
は
敗
戦
の
混
乱

の
な
か
で
兵
役
解
除
を
申
請
し
、
よ
う
や
く
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
自
宅
に
戻
っ
た
。
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ク
レ
ー
は
、
画
家
自
身
の
こ
の
特
異
な
兵
役
生
活
を
作
品
化
し
て
い
る
。

︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︵G

ed
en

k
b
latt [an

 G
ersth

o
fen

]

︶︾

︵1918/196
︶︵
図
３
︶
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
最
前
線
の
塹
壕
に
身
を
潜
め
、
惨
め
な
戦
死
を
と
げ
た

親
友
の
画
家
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ッ
ケ
や
ア
ウ
グ
ス
ト
・
マ
ッ
ケ
と
異
な
り
、

後
方
で
安
全
な
軍
務
に
就
き
、
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
で
は
兵
舎
の
外
に

ア
ト
リ
エ
と
し
て
一
室
を
借
り
る
こ
と
さ
え
で
き
た
画
家
自
身
の
生
活
へ

の
自
己
批
判
を
孕
む
特
異
な
空
間
を
告
知
す
る
。
仕
事
机
や
暖
房
に
不
足

も
な
い
部
屋
の
片
隅
の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
、
画
家
は
、
こ
こ
か
ら
さ
ほ

ど
遠
く
な
い
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
家
族
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
四
行
の
詩
的
な
メ
モ
を
書
き
つ
け
て
い
る
の
か
│
そ
の
四
行
は
、

画
面
左
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。

D
u
 still A

llein
  

お
前
は
ひ
と
り
静
か
に
い
る

Ih
r U

n
geh

eu
er  

お
前
た
ち
は
化
け
も
の
だ

m
ein

 H
erz ist eu

er 

私
の
心
は
お
前
た
ち
の
も
の

m
ein

 H
erz ist d

ein
 

私
の
心
は
お
前
の
も
の

　

こ
の
作
品
の
題
名
の
﹁
記
念
画
﹂
と
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
軍
戦
死
者
の

遺
族
に
む
け
て
軍
部
が
戦
死
公
報
と
と
も
に
送
付
し
た
追
悼
カ
ー
ド
の
呼

称
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
一
九
一
五
年
七
月
二
十
日
に
戦
死
し
た
エ
ー
ミ

ル
・
グ
レ
ム
ラ
ー
の
遺
族
へ
の
﹁
記
念
画
﹂
を
み
よ
う
︵
図
４
︶。
画
面
下

部
に
戦
死
者
名
を
記
し
、
上
部
に
は
哀
悼
と
し
て
新
約
聖
書
合
同
書
簡
中

の
﹁
ヨ
ハ
ネ
の
書
簡
第
一
︵3. 16

︶﹂
が
掲
げ
ら
れ
る
。﹁
兄
弟
の
た
め
に

私
た
ち
も
命
を
捧
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
︵W

ir so
llen

 au
ch

 u
n
ser 

Leb
en

 fü
r d

ie B
rü

d
er lassen

︶﹂。
ク
レ
ー
の
四
行
詩
は
、
ヨ
ハ
ネ

書
簡
の
常
套
句
的
引
用
へ
の
内

省
的
否
定
で
あ
る
。

　

ク
レ
ー
は
︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー

フ
ェ
ン
記
念
画
︾
と
並
行
し
て
、

兵
舎
生
活
を
日
記
に
描
写
す
る
。

﹁
奇
妙
な
時
代
だ
。
と
い
っ
て

も
、
も
は
や
誰
も
こ
の
奇
妙
な

時
代
に
つ
い
て
話
し
た
が
ら
な

い
。
滅
茶
苦
茶
な
こ
と
の
起
こ

図3　P.クレー《ゲルストホーフ
ェン記念画》1918年196　水
彩・鉛筆　ZPK

図4　《ドイツ軍記念画》1915年7
月20日
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る
日
が
あ
っ
て
も
、︿
報
告
の
要
な
し
﹀だ
。
／
私
の
関
心
事
と
い
え
ば
、

目
下
の
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
部
屋
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
⋮
⋮
／
私

の
た
め
の
場
所
は
充
分
に
あ
る
し
、
綺
麗
で
大
き
な
戸
棚
も
私
専
用

の
も
の
だ
。
／
と
な
れ
ば
、
仕
事
を
せ
よ
、
と
い
う
わ
け
だ
。
豪
勢

な
こ
と
に
、
電
灯
は
百
カ
ン
デ
ラ
の
明
る
さ
だ
。
な
ら
ば
／
わ
が
筆

に
、
い
ざ
来
た
れ
、
汝
、
聖
霊
︵h

eiliger G
eist

︶
よ
、
だ
﹂︵
日
記

一
一
二
八
、
一
九
一
八
年
十
月
二
日
︶︵
19
︶。

　

ク
レ
ー
が
作
品
の
み
な
ら
ず
、
日
記
や
家
族
宛
の
書
簡
で
も
、
キ
リ

ス
ト
教
的
な
題
材
や
用
語
を
し
ば
し
ば
用
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ク
レ
ー
の
父
ハ
ン
ス
︵H

an
s W

ilh
elm

 K
lee, 1849-1940

︶

は
、
ド
イ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
の
タ
ン
出
身
で
ベ
ル
ン
音
楽
師
範
学
校

教
員
を
務
め
た
が
、
ク
レ
ー
は
こ
の
父
も
祖
父
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
︵
20
︶、
ま
た
息
子
フ
ェ
リ
ク
ス
︵Felix K

lee, 

1907 .11. 07. -1990

︶
の
幼
児
洗
礼
を
ベ
ル
ン
市
内
の
改
革
派
・
ヨ
ハ
ネ

教
会
で
一
九
〇
八
年
十
月
十
一
日
に
行
な
っ
た
こ
と
も
手
紙
に
書
い
て
い

る
︵
21
︶。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
グ
と
故
郷
ベ
ル
ン
を
行
き
来
し
て
い

た
ク
レ
ー
は
、
お
そ
ら
く
神
学
者
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク

の
著
書
﹃
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
﹄︵
一
九
〇
〇
年
︶
に
は
眼
を
通
し
て
お
り
、

友
人
・
編
集
者
た
ち
と
の
議
論
か
ら
マ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
存
在
も
知

っ
て
い
た
ろ
う
。
し
か
し
、
ク
レ
ー
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
思
想
に
通
じ

て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
と
し
て
も
、
他
方
で
、
こ
の
画
家
が
総
じ
て
教
会

に
は
距
離
を
と
り
、
あ
た
か
も
無
神
論
者
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
キ
リ
ス

ト
教
的
題
材
や
教
会
制
度
を
諷
刺
的
か
つ
批
判
的
に
取
り
扱
っ
た
態
度
は

よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
フ
ェ
リ
ク
ス
の
受
洗
に
付
き
添
っ
た
ク
レ
ー
は
、

む
し
ろ
洗
礼
式
後
の
他
の
親
た
ち
と
の
宴
会
騒
ぎ
を
大
袈
裟
に
報
告
す
る
。

教
会
批
判
的
な
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
の
ク
レ
ー
と
の
認
識
に
立
て
ば
、

兵
役
中
に
画
家
と
し
て
の
活
動
も
可
能
だ
っ
た
状
態
に
﹁
聖
霊
よ
、
来
た

れ
﹂
と
の
言
葉
を
投
げ
か
け
る
の
は
、
自
身
に
む
け
た
挑
発
的
な
揶
揄
や

皮
肉
と
理
解
し
て
た
し
か
に
不
当
で
は
な
い
。

　

だ
が
、
ク
レ
ー
の
︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾
は
、
正
面
む
き

︵
ア
ン･

フ
ァ
ス
︶
の
自
画
像
小
品
を
多
く
制
作
し
た
こ
の
画
家
に
し
て
も
、

異
例
の
自
画
像
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
身
の
姿
を
俯
瞰
的
に
他
者
の

視
点
か
ら
捉
え
る
構
図
は
、
彼
の
作
品
に
も
、
ま
た
撮
影
時
に
入
念
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
自
画
像
的
な
写
真
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
し
か
も
兵
役

生
活
の
こ
の
場
面
は
、
思
い
出
や
記
憶
に
つ
な
が
る
事
物
を
細
か
く
描
き

と
め
る
一
方
で
、
お
そ
ろ
し
く
峻
厳
に
、
画
家
と
し
て
の
制
作
行
為
の
根

拠
を
問
い
か
け
て
や
ま
な
い
。

　

も
と
よ
り
、
孤
独
と
化
け
も
の
に
苛
ま
れ
、
意
識
を
研
ぎ
す
ま
す
近
代

芸
術
家
に
﹁
聖
霊
﹂
な
ど
訪
れ
る
べ
く
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画

家
は
こ
の
事
態
に
﹁
聖
霊
﹂
の
語
を
あ
て
は
め
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
語

は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
自
身
へ
の
揶
揄
や
告
発
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
こ

の
画
家
の
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
問
題
関
心
の
輻
輳
す
る
交
点
と
読
み
と

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ク
レ
ー
は
実
際
、
親
友
マ
ル
ク
の
戦
死
︵
一
九
一
六
年
︶
を
悼
む
日
記
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に
、
神
を
め
ぐ
る
述
懐
も
記
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
作
品
に

は
、
天
使
を
は
じ
め
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
に
つ
な
が
る
題
材
も
少
な

く
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
ク
レ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
、
従
来
の

よ
う
な
、
教
会
へ
の
批
判
や
諷
刺
と
い
う
枠
内
に
と
ど
め
る
必
要
は
な

い
。
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

信
仰
・
教
義
に
即
し
た
検
討
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
か
じ
め

述
べ
て
お
け
ば
、
ク
レ
ー
が
そ
の
生
涯
で
、
バ
ル
ト
や
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ

ー
ほ
か
の
神
学
者
の
思
想
に
触
れ
た
と
の
実
証
的
な
考
察
は
、
ク
レ
ー
を

め
ぐ
る
数
多
の
研
究
史
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
本
稿
も
、
ク
レ
ー
に
よ
る

バ
ル
ト
の
読
解
と
い
っ
た
関
心
に
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
画
家

が
一
九
一
八
年
に
︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾
を
描
き
、
そ
し
て

年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
兵
舎
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
自
宅
に
戻
っ
た
ち
ょ
う

ど
そ
の
と
き
に
、
バ
ル
ト
の
著
書
﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
が
上
梓
さ
れ
、
ベ
ル

ン
の
書
店
に
僅
か
に
置
か
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ク
レ
ー
が
﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄

刊
行
時
に
頁
を
繰
っ
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　

ベ
ル
ン
は
画
家
が
ギ
ム
ナ
ー
ジ
ウ
ム
を
卒
業
し
て
一
八
九
八
年
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
に
で
る
ま
で
暮
ら
し
、
そ
の
後
も
た
え
ず
戻
っ
て
両
親
や
友
人
と

生
活
し
た
町
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
ベ
ル
ン
大
学
で
学
び
、
一
九
一
一
年
よ

り
、
ベ
ル
ン
か
ら
遠
く
な
い
ザ
ー
フ
ェ
ン
ヴ
ィ
ル
で
牧
師
を
務
め
て
い
た
。

ク
レ
ー
は
一
九
一
八
年
末
に
兵
舎
を
離
れ
、
す
ぐ
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
一
九

一
九
年
春
よ
り
バ
イ
エ
ル
ン
・
レ
ー
テ
共
和
国
の
準
備
委
員
会
と
し
て
の

絵
画
評
議
会
委
員
に
参
加
し
た
。
だ
が
、
反
革
命
軍
の
攻
勢
に
状
況
は
逆

転
し
、
ク
レ
ー
は
、
六
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ベ
ル
ン
に
脱
出
し
た
。
お

そ
ら
く
ク
レ
ー
は
こ
の
六
月
以
降
に
、
初
め
て
ベ
ル
ン
の
両
親
や
優
秀
な

友
人
た
ち
と
バ
ル
ト
を
論
じ
る
機
会
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
出
版
直
前
の
一
九
一
八
年
前
後
の
ク
レ
ー

作
品
を
取
り
あ
げ
、
ク
レ
ー
の
造
形
思
考
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と

の
﹁
並
行
関
係
﹂
を
解
釈
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
ク
レ
ー
の
四
行
詩
に
関
連
す
る
ク
レ
ー
の
著
述
を
み
よ

う
。
一
九
二
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
カ
ー
ジ
ミ
ア
・
エ
ト
シ
ュ

ミ
ト
編
集
の
雑
誌
﹃
芸
術
と
時
代
の
ト
リ
ビ
ュ
ー
ネ
﹄
誌
の
特
集
号
﹁
創

造
の
信
条
告
白
﹂
へ
の
ク
レ
ー
の
寄
稿
で
あ
る
。﹁
創
造
の
信
条
告
白
﹂
は

エ
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
つ
け
た
特
集
題
名
で
、
音
楽
家
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
を

は
じ
め
新
進
の
芸
術
家
の
寄
稿
を
集
約
す
る
た
め
の
命
名
に
す
ぎ
な
い
。

寄
稿
の
冒
頭
に
ク
レ
ー
は
記
す
。﹁
芸
術
は
、
眼
に
み
え
る
も
の
を
再
現

す
る
の
で
は
な
く
、
眼
に
み
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
︵K

u
n
st gib

t 

n
ich

t d
as Sich

tb
are w

ied
er, so

n
d
ern

 m
ach

t sich
tb

ar.

︶﹂。
著
名

な
一
節
で
あ
る︵
22
︶。

　

こ
の
小
論
は
、
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
運
動
し
つ
つ
生
成
す
る

線
の
造
形
を
七
章
に
わ
け
て
記
述
す
る
﹁
線
描
論
﹂
で
あ
る
。
再
現
描
写

を
原
理
と
し
な
い
近
代
美
術
の
線
描
論
と
し
て
、
そ
の
優
れ
た
内
容
は
、

研
究
史
上
で
も
評
価
が
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
不
可
視
の
も
の
を
可
視
化

す
る
と
の
、
や
や
不
分
明
な
言
表
も
、
い
わ
ば
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
的
な
絵
画

論
で
の
線
描
観
の
延
長
と
し
て
了
解
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、
第
四
章
冒
頭

の
﹁
運
動
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
成
︵W

erd
en

︶
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
﹂
と

の
発
言
は
、
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
い
う
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
論
述
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を
反
映
し
つ
つ
、
同
時
に
ク
レ
ー
の
造
形
論
の
根
本
理
念
と
し
て
の
﹁
生

成
﹂
を
論
じ
、
き
わ
め
て
説
得
力
に
富
む
論
理
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
終
章
第
七
章
の
冒
頭
で
ク
レ
ー
は
突
然
に
、
明

記
す
る
、﹁
芸
術
は
、［
天
地
］
創
造
に
も
相
似
し
た
［
比
喩
的
］
行
い
で

あ
る
︵K

u
n
st verh

ält sich
 zu

r Sch
ö
p
fu

n
g gleich

n
isartig.

︶﹂
と
。

芸
術
的
な
﹁
創
作
︵Sch

affen

︶﹂
と
、
無
か
ら
の
産
出
︵creatio

 ex 

n
ih

ilo

︶
た
る
神
の
﹁
創
造
︵Sch

ö
p
fu

n
g

︶﹂
と
の
本
質
的
差
異
を
見
据

え
た
発
言
だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
か
え
っ
て
読
者
の
誰
も
が
ク
レ

ー
の
記
述
の
展
開
に
違
和
感
を
お
ぼ
え
よ
う
│
な
ぜ
、
天
地
創
造
を
援

用
す
る
の
か
、
と
。
本
章
に
は
、
さ
ら
に
神
へ
の
言
及
も
あ
る
。﹁
芸
術

は
、
君
が［
身
体
の
］殻
を
脱
し
、
し
ば
ら
く
神
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
も
し
て
く
れ
る
﹂。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
神
へ
の
言
及
な
ど
、
近
代

画
家
に
は
躓
き
の
石
に
な
り
か
ね
ず
、
不
要
で
は
な
い
か
。
カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
の
よ
う
に
﹁
精
神
的
な
も
の
﹂
を
あ
げ
れ
ば
、
何
の
不
足
も
な
い
。

　

こ
の
線
描
論
は
、
エ
ト
シ
ュ
ミ
ト
か
ら
一
九
一
八
年
夏
に
ク
レ
ー
へ
の

依
頼
が
あ
り
、
画
家
は
、
同
年
十
一
月
に
原
稿
を
書
き
上
げ
た
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
線
描
論
は
、
作
品
︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾
と
ま
っ

た
く
同
時
期
の
著
作
で
あ
る
。
共
通
す
る
関
心
に
立
つ
と
理
解
し
て
差
し

支
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
本
質
的
な
問
い
か
け
は
、
何
を
表
現
す
る

か
の
表
現
対
象
に
で
は
な
く
、
芸
術
家
に
お
け
る
制
作
と
い
う
身
体
的
行

為
そ
の
も
の
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
眼
に
み
え
る
よ
う
に
す
る
﹂
行
い
、
身
体
的
行
為
そ
の
も
の
を
問
う

│
そ
れ
が
、
主
題
で
あ
る
。﹁
芸
術
は
、
眼
に
み
え
る
も
の
を
再
現
す

る
の
で
は
な
く
、
眼
に
み
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
﹂
の
発
言
は
、
そ
の

後
半
で
目
的
語
が
な
く
、
い
さ
さ
か
不
分
明
な
飛
躍
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

そ
の
理
由
は
、
ク
レ
ー
が
表
現
の
対
象
を
い
っ
た
ん
括
弧
に
い
れ
、
表

現
行
為
そ
の
も
の
に
視
線
を
転
換
す
る
が
ゆ
え
の
こ
と
だ
。︽
ゲ
ル
ス
ト

ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾
の
﹁
ひ
と
り
静
か
﹂
と
﹁
お
前
た
ち
化
け
も
の
﹂
は
、

も
と
よ
り
個
人
と
戦
争
、
芸
術
と
政
治
の
対
立
を
示
す
が
、
そ
れ
と
と
も

に
、
近
代
の
表
現
行
為
者
の
直
面
す
る
自
己
言
及
的
ア
ポ
リ
ア
の
比
喩
で

も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

実
際
の
作
品
制
作
で
も
、

一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一

八
年
末
に
い
た
る
ゲ
ル
ス

ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
時
代
に
ク

レ
ー
は
、
制
作
行
為
の
根

底
を
支
え
る
絵
画
平
面
そ

の
も
の
を
た
び
た
び
検
証

し
つ
づ
け
た
。

　
︽
卵
か
ら
︵ab

 o
vo

︶︾

︵1
9

1
7

/
1

3
0

︶︵
図
５
︶

は
、
ま
さ
に
世
界
創
造

︵Sch
ö
p
fu

n
g

︶
と
生
成

︵W
erd

en

︶
を
意
味
す
る

題
名
を
持
つ
作
品
だ
が
、

画
面
支
持
体
が
紙
と
ガ
ー

図5　P.クレー《卵から》1917年130　水彩・ガーゼ・紙・
厚紙　ZPK
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ゼ
に
重
層
化
さ
れ
、
さ
ら
に
縦
長
の
画
面
が
時
計
方
向
に
九
〇
度
回
転
さ

れ
て
い
る
。
赤
外
線
撮
影
調
査
か
ら
、
最
初
の
縦
長
の
画
面
に
は
﹁
三
日

月
の
聖
母
子
︵M

o
n
d
sich

elm
ad

o
n
n
a

︶﹂︵
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
12
︶
の
よ
う

な
姿
が
描
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
画
面
で
も
三

日
月
と
女
性
頭
部
に
似
た
フ
ォ
ル
ム
が
認
め
ら
れ
る︵
23
︶。
ク
レ
ー
は
た

び
た
び
﹁
原
・
女
性
／
原･
男
性
﹂
の
対
概
念
を
造
形
の
原
初
性
に
適
用

し
た
。
三
日
月
の
聖
母
子
は
身
ご
も
っ
た
女
性
と
龍
と
の
戦
い
の
物
語
に

由
来
す
る
図
像
だ
か
ら
、
ク
レ
ー
は
こ
の
聖
書
的
題
材
を
変
容
さ
せ
な

が
ら
、
彼
自
身
の
制
作
行
為
を
自
己
批
判
的
に
可
視
化
し
た
の
だ
ろ
う
。

︽
卵
か
ら
︾
は
、
ま
さ
に
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
一
室
で
描
か
れ
た
作

品
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
た
め
て
、
冒
頭
に
引
い
た
バ
ル
ト
の
言
葉
を
想
起
し

よ
う
│
﹁
神
と
人
間
と
の
間
の
状
況
の
現
実
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
す

べ
て
の
試
み
を
徹
底
的
に
断
念
す
る
こ
と
﹂。
神
の
啓
示
は
神
と
人
間
と

の
隔
絶
、
両
者
の
絶
対
的
な
質
的
差
異
の
も
と
で
成
立
す
る
か
ら
、
こ
こ

で
無
限
と
有
限
と
の
存
在
論
的
弁
証
法
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ

ル
ト
の
弁
証
法
的
神
学
で
あ
る
。
バ
ル
ト
の
﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
は
こ
の
立

場
を
確
立
す
る
最
初
の
提
言
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
神
と
人
間
と
の
絶

対
的
差
異
の
確
認
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
な
事
象
を
隔
絶
す
る
以
上
、
自

由
主
義
的
神
学
の
否
定
と
な
り
、
ま
た
歴
史
に
内
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
連

関
も
超
出
す
る
以
上
、
歴
史
主
義
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ラ

イ
ア
マ
ハ
ー
の
近
代
神
学
は
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
批
判
さ
れ
、

現
代
的
な
神
学
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。

　

神
学
と
感
性
学
＝
美
学
と
の
交
通
は
今
日
な
お
円
滑
で
は
な
い
が
、
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
神
学
や
神
学
的
感
性
学
＝
美
学
を
専
門
と
す
る
カ
ー
ル
︱

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
シ
ェ
ル
の
論
考
は
、
重
要
で
あ
る
。
ク
シ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

﹁
バ
ル
ト
は
、
芸
術
作
品
そ
の
も
の
が
啓
示
の
性
質
を
も
つ
こ
と
は
な
く
、

ま
た
神
的
な
る
も
の
の
︿
実
在
的
現
前
﹀
を
具
体
化
す
る
こ
と
も
、
あ
り

え
な
い
と
確
信
し
て
い
た
﹂︵
24
︶。

　

啓
示
は
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
し
か
人
間
に
も
た
ら
さ
れ
ず
、

し
か
も
そ
れ
は
聖
書
を
通
じ
て
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
人
間
文
化
の
つ
く

り
だ
す
作
品
は
、
こ
の
働
き
を
担
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
芸
術
は
本
来
、

自
由
主
義
と
歴
史
主
義
を
場
と
す
る
表
現
行
為
ゆ
え
、
バ
ル
ト
は
啓
示
の

可
能
性
を
芸
術
に
認
め
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
こ
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ヒ
は
批
判
的
な
姿
勢
を
と
り
、
組
織
神
学
の
立
場

は
あ
る
と
し
て
も
、
無
言
の
啓
示
と
し
て
の
芸
術
や
教
会
堂
空
間
の
建
築

の
持
つ
芸
術
的
可
能
性
を
承
認
し
た
。
た
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、

芸
術
の
な
か
で
も
領
域
に
お
け
る
差
異
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
も
そ
も
啓
示
が
聖
書
︵H

eilige Sch
rift

︶
に
依
拠
す
る
以
上
、
言

語
を
表
現
媒
体
と
す
る
文
学
作
品
、
そ
し
て
礼
拝･

典
礼
に
お
け
る
歌
詞

を
備
え
た
歌
曲
・
音
楽
作
品
に
つ
い
て
は
、
啓
示
を
め
ぐ
る
﹁
相
似
＝
比

喩
︵G

leich
n
is

︶﹂︵
ク
レ
ー
︶
の
働
き
を
認
め
う
る
し
、
そ
う
し
た
言
語

が
生
動
す
る
共
同
体
空
間
と
し
て
の
教
会
建
築
も
等
し
い
働
き
を
持
ち
え

よ
う
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
造
形
芸
術
作
品
、
つ
ま
り
絵
画
・
彫
刻
・
工

芸
の
美
術
作
品
に
同
じ
可
能
性
を
托
す
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
認
識
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
傍
証
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に
傾
く
け
れ
ど
も
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
研
究
か
ら
解
釈
学
に
す
す
み
、

歴
史
理
性
批
判
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
に
し
て
も
、
近
世
・

近
代
の
美
学
＝
感
性
学
を
論
じ
な
が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
文
学
と
音
楽
を
論
じ

る
の
み
で
、
美
術
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
ペ
ン
を
進
め
な
か
っ
た︵
25
︶。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
言
語
中
心
主
義
︵Lo

go
zen

trism
u
s

︶
は
、
と
く

に
、
非
言
語
的
な
物
質
を
表
現
媒
体
と
す
る
美
術
の
領
域
に
対
し
て
、
そ

の
存
在
意
義
を
括
弧
に
い
れ
、
肯
定
し
な
い
。

　

だ
が
、
バ
ル
ト
の
﹁
隔
絶
﹂
は
、
こ
う
し
た
芸
術
領
域
内
の
差
異
化
と

は
無
縁
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
愛
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
バ
ル
ト
だ

が
、
こ
の
神
学
者
は
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
啓
示
を

認
め
な
い
。
こ
の
否
定
の
意
味
は
、
大
き
く
、
重
い
。

　

二
十
世
紀
の
神
学
の
大
き
な
展
開
は
、﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
の
一
九
一
九

年
の
刊
行
を
ふ
く
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
と
そ
の
悲
惨
な
推
移

に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト･

シ
ュ
ペ
ン
グ

ラ
ー
の
﹃
西
欧
の
没
落
﹄︵
一
九
一
八
／
二
二
年
︶
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、

大
戦
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
産
業
社
会
の
崩
壊
が
告
知
さ
れ
、
ロ

シ
ア
革
命
と
と
も
に
社
会
制
度
・
文
化
の
根
本
的
変
動
を
市
民
に
突
き
つ

け
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
第
一
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
を
継
承
し
て
新
た

な
国
際
的
な
視
野
か
ら
教
会
内
の
活
動
を
拡
充
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は

他
方
で
、
ル
タ
ー
派
の
政
治
神
学
か
ら
国
家
形
成
を
め
ざ
す
プ
ロ
イ
セ
ン

国
王
を
皇
帝
と
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
の
解
体
に
直
面
し
、
そ
の
会
派
や
教
理

の
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
本
来
の
統
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
で
﹁
没
落
﹂
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
に
出
版
さ
れ
た
バ
ル
ト
の
﹃
ロ
ー
マ
書
簡
﹄
と
弁
証
法
神
学
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
を
こ
え
て
、
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
そ
の
も
の
に
再
出

発
を
要
請
し
た
と
理
解
し
て
よ
い
。

　

こ
う
し
た
推
移
を
視
野
に
お
い
て
近
代
芸
術
、
と
く
に
造
形
芸
術
を
み

る
と
、
じ
つ
は
ま
っ
た
く
同
様
の
解
体
と
再
編
が
同
時
期
に
並
行
し
て
展

開
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
な
る
が
、

絵
画
は
、
一
八
七
四
年
の
印
象
派
の
登
場
に
よ
っ
て
、
再
現
表
現
画
法
を

前
提
と
す
る
自
然
主
義
を
否
定
し
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
題
材
に
依
拠
す
る
歴

史
主
義
に
も
疑
問
符
を
付
し
た
。﹁
抽
象
︵A

b
strak

tio
n

︶﹂
表
現
の
前
景

化
で
あ
る
。

　

一
九
〇
七
年
刊
行
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
学
位
論
文

﹃
抽
象
と
感
情
移
入
﹄
は
、
様
式
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
自
然
主
義
を
成

立
さ
せ
る
感
情
移
入
と
、
自
然
世
界
の
拒
否
と
そ
の
不
安
に
も
と
づ
く
抽

象
を
対
比
し
、
抽
象
表
現
の
現
代
性
を
根
拠
づ
け
た︵
26
︶。
立
論
は
、
心

理
学
者
リ
ッ
プ
ス
と
美
術
学
者
リ
ー
グ
ル
の
研
究
に
も
と
づ
く
明
快
な
概

念
モ
デ
ル
で
、
現
代
の
芸
術
学
で
は
必
ず
し
も
そ
の
内
容
が
高
く
評
価
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
若
き
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
が
本
著
で
現
代
人
の

不
安
や
孤
独
を
、
つ
ま
り
感
性
的
＝
美
的
価
値
を
拒
否
と
不
安
に
転
換
し
、

い
わ
ば
﹁
隔
絶
﹂
を
主
題
化
し
た
事
実
は
、
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
著
は
、
一
九
一
一
年
末
に
画
家
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
マ
ル
ク
ら
が
始

め
た
﹁
青
騎
士
︵D

er B
lau

e R
eiter

︶﹂
運
動
の
理
念
を
支
え
た
。

　

同
時
期
の
パ
リ
で
は
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
一
二
年
五
月
に
パ
ブ
ロ
・

ピ
カ
ソ
が
キ
ュ
ビ
ス
ム
絵
画
の
終
着
点
の
よ
う
に
、
最
初
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
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作
品
︽
籐
椅
子
の
あ
る
静
物
︾
を
制
作
す
る
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
、
画
面
に

籐
細
工
模
様
の
市
販
︵
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
︶
の
印
刷
製
品
を
貼
付
す
る
か

ら
、
画
家
の
制
作
行
為
そ
の
も
の
を
、
部
分
的
に
と
は
い
え
、
放
棄
す
る

行
為
で
あ
る
。
時
を
お
か
ず
、
一
九
一
四
年
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン

は
パ
リ
の
雑
貨
店
で
購
入
し
た
台
所
用
の
﹁
ビ
ン
掛
け
﹂
を
そ
の
ま
ま
自

分
の
作
品
と
み
な
し
た
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
後
年
に
述
べ
て
い
る
、﹁
選
択

と
い
う
着
想
が
、
あ
る
種
の
形
而
上
学
の
よ
う
に
、
私
の
興
味
を
引
い

た
﹂、
と︵
27
︶。
大
量
生
産
さ
れ
た
既
製
品
を
﹁
選
択
﹂
す
る
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま
芸
術
制
作
に
な
り
う
る
│
こ
の
﹁
形
而
上
学
的
﹂
な
問
い
か
け

は
、
い
さ
さ
か
の
飛
躍
だ
と
し
て
も
、
バ
ル
ト
の
﹁
断
念
﹂
に
比
し
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

　

画
家
ク
レ
ー
が
、
芸
術
と
は
、
何
か
の
再
現
で
は
な
く
﹁
眼
に
み
え
る

よ
う
に
す
る
＝
可
視
す
る
こ
と
﹂
と
発
言
し
た
と
き
、
要
点
は
、
そ
の

﹁
行
為
論
﹂
に
あ
る
は
ず
だ
。
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
﹁
抽
象
﹂
は
フ
ォ
ル
ム
の

純
粋
で
自
律
的
構
成
の
表
現
様
式
に
む
け
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ュ
シ
ャ
ン

の
ダ
ダ
的
﹁
形
而
上
学
﹂
は
芸
術
的
行
為
そ
の
も
の
の
成
立
根
拠
を
問
い

か
け
る
。
近
代
美
術
の
歴
史
は
、
印
象
主
義
以
降
、
フ
ォ
ー
ヴ
、
キ
ュ
ビ

ス
ム
、
表
現
主
義
、
抽
象
、
構
成
主
義
、
ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、

新
即
物
主
義
と
イ
ズ
ム
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
。
そ
の
歴
史
の
必
然
性
、
い

わ
ゆ
る
絵
画
表
現
様
式
上
の
﹁
発
展
﹂
の
事
実
は
了
解
す
る
に
躊
躇
し
な

い
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
イ
ズ
ム
の
歴
史
は
、
否
定
神
学
の
謂
い
に
倣
え

ば
、
い
わ
ば
﹁
否
定
感
性
学
＝
否
定
美
学
﹂
と
解
し
て
も
不
当
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

　

近
代
美
術
に
お
け
る
﹁
制
作
行
為
論
︵P

o
ietik

︶﹂
の
あ
り
か
│
画
家

ク
レ
ー
は
こ
の
問
題
を
見
据
え
て
い
た
。
造
形
芸
術
の
根
底
は
、
カ
ン
デ

ィ
ン
ス
キ
ー
の
語
る
﹁
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の

0

0

﹂
で
は
な
く
、﹁
芸

術
に
お
け
る
身
体
的
な
こ
と

0

0

＝
行
為

0

0

﹂
に
あ
る
。

　

ク
レ
ー
は
︽
卵
か
ら
︾
と
お
お
よ
そ
同
時
期
に
︽
選
ば
れ
た
子
ど
も

︵A
u
serw

äh
lter K

n
ab

e

︶︾︵1918/115

︶
を
制
作
し
た
︵
図
６
︶。
い

っ
た
ん
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
い
く
つ
か
に
切
断
し
再
接
合
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
作
品
を
生
み
だ
し
、
あ
る
い
は
作
品
を
複
数
化
す
る
よ
う
な
手
続

き
は
、
ク
レ
ー
の
重
要
な
制
作
行
為
の
ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
制
作

と
い
う
芸
術
家
の
基
本
的
行
為
を
自
己
検
証
的
に
﹁
隔
絶
﹂
し
、
い
わ
ば

図6　P.クレー《選ばれた子ども》1918年115　
水彩・ペン・軍用機布地　個人蔵
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弁
証
法
的
に
対
話
し
つ
づ
け
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
デ
ュ
シ
ャ

ン
に
な
ぞ
ら
え
て
﹁
形
而
上
学
の
よ
う
に
﹂
と
形
容
し
て
、
不
当
で
は
な

い
。︽
選
ば
れ
た
子
ど
も
︾
は
と
く
に
、
こ
の
切
断
と
再
接
合
を
明
示
す

る
作
品
で
あ
る
。
上
部
の
子
ど
も
の
両
手
の
聖
痕
と
頭
部
周
辺
の
円
光
的

表
現
が
示
す
よ
う
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
を
題
材
に
し
て
い
よ

う
。
下
部
の
画
面
に
は
聖
霊
の
鳩
と
も
、
ま
た
は
ク
レ
ー
が
多
用
し
た
軍

用
機
の
攻
撃
と
も
解
さ
れ
る
ト
リ
の
降
下
が
描
か
れ
る
。
上
下
と
も
に
、

教
会
堂
を
思
わ
せ
る
建
物
が
多
く
描
か
れ
、
も
し
本
作
が
上
下
の
切
断
以

前
の
当
初
の
一
画
面
で
あ
れ
ば
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
最
も
重
要
な
、

小
さ
な
死
で
あ
る
洗
礼
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
。
だ
が
、
切
断
と
再
配

置
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
た
く
さ
ん
の
教
会
を
取
り
だ
す
手
品
師
め
い
た

存
在
に
変
容
す
る
。
む
ろ
ん
こ
の
子
ど
も
は
、
多
く
の
教
会
・
信
徒
へ
の

書
簡
で
伝
道
・
神
学
に
大
き
な
役
割
を
に
な
い
、
聖
痕
を
受
け
た
と
も
伝

わ
る
、
ま
さ
に
使
徒
パ
ウ
ロ
で
も
あ
り
う
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
子

ど
も
は
ま
た
、
ク
レ
ー
と
い
う
﹁
手
品
師
﹂
た
る
芸
術
家
と
い
う
存
在
で

も
あ
る
。

　
︽
神
の
子
羊
、
世
の
罪
を
除
き
た
も
う
［
主
よ
］︵A

gn
u
s d

ei q
u
i 

to
llis p

eccata m
u
n
d
i

︶︶︾︵1918/20

︶︵
図
７
︶
は
、
同
年
の
制
作
で
、

ラ
テ
ン
語
の
題
名
一
文
を
画
面
上
部
に
記
し
、
対
極
的
に
下
部
に
女
性
め

い
た
人
物
を
お
き
、
そ
の
中
間
に
は
少
な
く
と
も
五
人
の
人
間
ほ
か
、
十

字
形
や
四
角
形
を
基
本
と
す
る
多
数
の
記
号
的
フ
ォ
ル
ム
を
配
置
す
る
。

下
部
の
女
性
の
や
や
陶
酔
し
た
よ
う
な
表
情
ほ
か
、
文
字
と
記
号
を
織
り

交
ぜ
る
特
異
な
雰
囲
気
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
ド
ナ
ト
・
ド
ゥ
・
シ
ャ
ポ

ル
ー
ジ
ュ
は
こ
の
作
品
に
ふ
れ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ケ
ル
ス
テ
ン
の
解

釈
も
踏
ま
え
て
、
ゲ
ー
テ
の
﹁
フ
ァ
ウ
ス
ト
﹂
問
題
に
即
し
た
救
済
を
論

じ
る︵
28
︶。
意
義
深
い
考
察
な
が
ら
、
画
面
上
部
で
指
揮
の
姿
勢
を
と
る

人
物
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
が
音
楽
曲
に
関
連
す
る
こ
と
は
看
過
し

え
な
い
。
ク
レ
ー
は
音
楽
家
で
も
あ
っ
た
か
ら
バ
ッ
ハ
の
︽
ミ
サ
曲
ロ
短

調
︵B

W
V

232

︶︾
中
の
本
曲
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
も
そ
も
本
作
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
離
れ
て
い
る
事
態
を
確

認
し
た
い
。

　
﹁
神
の
子
羊
︵
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
︶﹂
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
信
仰
的
行
為
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
典
礼
の
中
心
を
な
す
﹁
聖
体
拝
領
﹂
そ
の
も
の
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
で
は
、﹁
神
の
子
羊
﹂
は
﹁
平
和
の

賛
歌
﹂
そ
の
も
の
を
指
し
、
会
衆
は
こ
の
賛
歌
を
唱
和
し
た
の
ち
、
司
祭

図7　P.クレー《神の子羊、世の罪
を除きたもう［主よ］》1918年20　
ペン・淡彩　個人蔵
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の
﹁
あ
な
た
の
か
ら
だ
と
血
を
い
た
だ
く
﹂
と
の
祈
り
に
続
い
て
、
祭
壇

の
前
で
、
聖
体
拝
領
に
与
る
。
下
方
の
女
性
は
聖
体
拝
領
の
た
め
に
信
徒

の
列
に
加
わ
る
も
の
の
、
頭
部
に
エ
ク
ス
の
記
号
を
つ
け
る
の
は
、
彼
女

が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
な
い
ゆ
え
に
、
聖
体
拝
領
を
許
さ
れ
ず
、
司
祭
か

ら
頭
部
に
祝
福
の
み
を
う
け
る
動
作
を
思
わ
せ
る
。
や
や
錯
綜
し
た
情

景
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
作
品
は
﹁
聖
体

拝
領
﹂
を
主
題
化
し
て
い
る
点
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

画
家
ク
レ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
根
幹
を
し
め
る
﹁
聖

体
拝
領
﹂
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
に
移
っ
て
か
ら
間
も
な
く
、
ク
レ
ー
は
︽
祭
壇
︾

︵1917/73

︶︵
図
８
︶を
制
作
し
た
。
本
作
に
つ
い
て
は
現
況
が
不
詳
だ
が
、

祭
壇
を
正
面
か
ら
と
ら
え
る
作
品
で
あ
る
。
記
号
的
要
素
が
多
い
と
し
て

も
、
二
つ
の
三
角
形
に
支
え
ら
れ
た
﹁
主
の
食
卓
﹂
上
に
、
パ
テ
ナ
の
上

の
円
い
パ
ン
と
星
状
の
血
の
二
つ
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
解

し
よ
う
。

　

さ
ら
に
ク
レ
ー
は
、︽
教
義
的
な
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
︵D

o
gm

atisch
e 

K
o
m

p
o
sitio

n

︶︾︵1918/74

︶︵
図
９
︶
を
︽
選
ば
れ
た
子
ど
も
︾
同
様
、

線
描
論
を
執
筆
し
た
頃
に
描
い
た
。
画
面
左
上
にM

A
R
IA

の
文
字
を
お

き
、
そ
の
下
に
マ
リ
ア
の
相
貌
と
ハ
ー
ト
を
配
し
、
し
か
も
当
初
は
一
画

面
で
あ
っ
た
作
品
を
右
か
ら
三
分
の
一
で
切
断
し
、
そ
の
部
分
を
左
方
に

移
し
、
本
作
と
し
た
。
ケ
ル
ス
テ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
聖
母
マ
リ
ア
と

教
会
と
の
一
致
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
に
も
と
づ
く
教
義
の
は
ず
だ

が
、
ク
レ
ー
は
画
面
左
右
の
切
断
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
義
に
対
す
る
一
種

の
否
定
・
冒
瀆
と
し
て
左
右
の
切
断
と
再
配
置
を
試
み
た︵
29
︶。
ケ
ル
ス

テ
ン
の
解
釈
は
正
当
だ
ろ
う
。
教
義
︵D

o
gm

a

︶
は
、
教
会
の
権
威
に
も

と
づ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
的
用
語
で
、
聖
書
を
唯
一
の
規
範
と
す
る
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
で
は
、
重
視

さ
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

こ
こ
で
ク
レ
ー
は
た

ん
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
会
制
度
を
批
判･

否

定
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
る
ま
い
。
本
作
は
、

聖
母
マ
リ
ア
の
ハ
ー

ト
形
で
イ
エ
ス
の
出

産
を
含
意
し
て
い
る

図8　P.クレー《祭壇》1917年73　
水彩　個人蔵

図9　P.クレー《教義的なコンポ
ジション》1918年74　水彩・ペ
ン・墨　シュトゥットガルト州
立美術館
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か
ら
、
こ
こ
で
も
︽
卵
か
ら
︾
と
同
じ
く
、
マ
リ
ア
の
身
体
性
を
通
じ
て
、

ク
レ
ー
は
画
面
の
切
断･

再
接
合
に
よ
る
絵
画
作
品
の
創
出
・
生
産
と
い

う
画
家
自
身
の
身
体
的
制
作
行
為
を
自
己
言
及
的
に
検
証
し
た
に
ち
が
い

な
い
。

ク
レ
ー
は
こ
の
時
期
に
、
集
中
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を

取
り
上
げ
、
切
断
や
接
合
、
唱
和
と
拒
否
、
パ
ン
を
食
べ
、
血
＝
ぶ
ど
う

酒
を
の
む
、
と
い
っ
た
﹁
か
ら
だ
﹂
の
本
源
的
行
為
の
あ
り
よ
う
を
問
い

か
け
て
や
ま
な
い
。

ク
レ
ー
は
ま
た
こ
の
一
九
一
八
年
に
︽
降
下
す
る
天
使
︵A
n
gelu

s 

d
escen

d
en

s

︶︾︵1918/96

︶︵
図
10
︶
を
制
作
し
た
。
こ
の
作
品
に
つ
い

て
は
、
最
近
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
ク
レ
ー
が
画
家
・
芸
術
家
の
共
同

体
的
生
活
を
期
待
し
つ
つ
、
ア
ル
ル
で
の
ゴ
ッ
ホ
と
ゴ
ー
ガ
ン
の
生
活
を

も
と
に
描
い
た
と
解
釈
し
て
よ
い︵
30
︶。
ア
ル
ル
の
ゴ
ッ
ホ
が
黄
色
の
家

の
一
室
を
ア
ト
リ
エ
＝
礼
拝
堂
に
見
立
て
、
ゴ
ー
ガ
ン
を
迎
え
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
天
使
は
、
バ
ル
ト
的
な
神
と
人
間
と
の
断
絶
を

媒
介
し
よ
う
と
降
下
す
る
│
そ
の
成
否
は
未
知
だ
と
し
て
も
、
ク
レ
ー

は
、
天
使
の
﹁
か
ら
だ
﹂
に
よ
っ
て
芸
術
家
の
共
同
体
と
教
会
的
な
共
同

体
の
可
能
性
を
問
い
か
け
る
。

5
．「
か
ら
だ
」
の
ケ
リ
ュ
グ
マ

　

ク
レ
ー
は
一
九
一
八
年
、︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾
に
、﹁
孤

立
／
ひ
と
り
︵A

llein

︶﹂
と
﹁
強
大
／
化
け
も
の
︵U

n
geh

eu
er

︶﹂
の
は

ざ
ま
に
揺
れ
動
く
芸
術
家
自
身
を
描
き
こ
ん
だ
。

　

こ
の
対
比
を
古
典
的
近
代
の
同
時
代
に
拡
大
す
れ
ば
、
ま
さ
に
宗
教
改

革
概
念
を
転
用
・
敷
衍
し
た
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
バ
ハ
た
ち
の
社
会
運
動
﹁
生

活
改
善
運
動
︵Leb

en
srefo

rm

︶﹂、
あ
る
い
は
自
然
科
学
者
ヘ
ッ
ケ
ル

や
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
ら
の
﹁
モ
ニ
ス
ム
ス
運
動
︵M

o
n
ism

u
s

︶﹂、
総
合

芸
術
的
表
現
主
義
運
動
、
さ
ら
に
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
造
形
学
校
﹁
バ
ウ
ハ

ウ
ス
︵B

au
h
au

s

︶﹂、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
も
視

野
に
い
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
多
様
な
運
動
は

お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
芸
術
的
想
像
力
と
戦
争
的
暴
力
の
は
ざ
ま
に
苦
悩
す

る
芸
術
家
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
と
、
た
だ
ち
に
ク
レ
ー
と
親
し
か
っ
た
ア

ル
フ
レ
ー
ト
・
ク
ビ
ー
ン
の
描
く
﹁
レ
ヴ
ィ
ヤ
タ
ン
﹂︵
ヨ
ブ
記41･ 25

︶

が
登
場
す
る
︵
図
11
︶。
そ
し
て
こ
の
怪
獣
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
治
哲

学
者
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
存
在
を
わ
れ
わ
れ
に
突
き
つ
け
る
。
シ
ュ

図10　P.クレー《降下する天使》
1918年96　水彩・ペン　個人蔵
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ミ
ッ
ト
は
、
後
年
﹃
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
国
家
論
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
ヤ

タ
ン
﹄︵
一
九
三
八
年
︶
を
論
じ
る
が
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
﹃
政
治
的

ロ
マ
ン
主
義
﹄︵
一
九
一
九
年
︶
や
﹃
政
治
神
学
﹄︵
一
九
二
二
年
︶
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
ク
レ
ー
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、
お
そ
ら
く
詩
人
テ
ー
オ
ド

ア
・
ド
イ
プ
ラ
ー
を
通
じ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
に
は
触
れ
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
例
外
＝
非
常
状
態
を
め
ぐ
る
政
治
権
力
集
団
の
問
題
相
で
あ

る
︵
31
︶。

　

歴
史
の
プ
リ
ズ
ム
は
こ
う
し
た
多
様
な
ス
ペ
ク
ト
ル
を
映
し
だ
す
が
、

し
か
し
芸
術
家
に
と
っ
て
の
﹁
孤
立
と
強
大
﹂
の
対
比
は
、
一
九
一
八
年

当
時
の
こ
の
画
家
の
作
品
に
み
た
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ

ッ
ク
の
教
説･

教
義
に
ま
た
が
る
重
要
な
位
相
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
だ
。

そ
れ
は
、
た
ん
に
造
形
芸
術
家
か
ら
の
宗
教
制
度
や
教
義
に
対
す
る
批

判
・
諷
刺
で
は
な
く
、
近
現
代

の
芸
術
家
の
制
作
行
為
を
め
ぐ

る
共
同
体
の
存
立
可
能
性
へ
の

重
要
な
問
い
か
け
で
あ
る
。

　

神
学
者
ル
ー
ド
ル
フ
・
ブ
ル

ト
マ
ン
は
、﹁
教
会
﹂
と
い
う

共
同
体
の
存
立
可
能
性
に
つ
い

て
、
祭
儀
集
団
・
終
末
論
的
時

間
把
握
・
召
命
の
規
定
を
あ
げ
、

あ
わ
せ
て
教
会
を
存
続
さ
せ
る

﹁
教
説
︵Leh

re

︶﹂
を
論
じ
る
。

教
説
は
、
聖
書
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
未
知
の
事
実
の
説
明
で
あ
っ
た
り
、

原
則
の
説
明
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
人
間
存
在
を
歴
史

の
中
で
新
た
な
も
の
と
気
づ
か
せ
、
し
か
も
﹁
自
分
で
は
自
由
に
な
ら
ず
、

歴
史
的
状
況
の
中
で
自
己
を
選
択
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
も
の
に
な

る
よ
う
な
私
自
身
の
可
能
性
﹂
で
、﹁
現
存
在
の
新
し
い
可
能
性
の
開
示
﹂

に
い
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ブ
ル
ト
マ
ン
は
、
述
べ
る
。
そ
の
と

き
、﹁
語
ら
れ
て
い
る
も
の
、
無
時
間
的
﹃
意
味
内
容
﹄、
永
遠
の
﹃
真
理
﹄

と
し
て
と
ら
え
う
る
も
の
に
﹃
新
し
さ
﹄
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
語
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
﹃
新
し
さ
﹄
が
あ
る
﹂、
と
。
わ
れ
わ
れ
美
術
史
研

究
者
は
、
こ
こ
を
二
重
の
意
味
で
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
語
ら
れ
た
伝

達
内
容
で
は
な
く
、
語
る
／
語
ら
れ
る
と
い
う
﹁
行
為
そ
の
も
の
﹂
が
本

質
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
﹁
語
り
﹂
と
い
う

﹁
言
語
﹂
を
前
提
と
し
て
お
り
、
形
体
や
明
暗
、
色
彩
、
塊
量
、
空
間
と

い
う
造
形
で
も
音
楽
で
も
な
い
こ
と
、
そ
の
二
点
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ト
マ
ン
は
し
か
し
、
さ
ら
に
教
会
と
い
う
共
同
体
へ
と
論
を
進

め
、
そ
の
思
想
は
、
パ
ウ
ロ
以
後
に
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

教
会
と
い
う
思
想
の
契
機
は
、﹁
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
︵so

m
a

︶﹂
と
い
う

概
念
の
措
定
で
、
こ
の
﹁
か
ら
だ
﹂
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ

れ
、
洗
礼
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
に
与
り
、
聖
餐
に
お
い
て

﹁
人
は
キ
リ
ス
ト
の
死
を
自
分
の
も
の
に
す
る
﹂。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
、
主

の
恵
み
へ
の
行
為
と
し
て
﹁
動
作
﹂
の
う
ち
に
発
言
す
る
。﹁
そ
れ
ゆ
え
に

新
約
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
教
的
﹃
祭
司
﹄
を
知
ら
な
い
﹂。
信
徒
は
、
教
職
者

の
教
説
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
﹁
ケ
リ
ュ
グ
マ
︵
直
接
の
語
り
か
け
︶﹂
に

図11　A.クビーン《見知らぬものに》
1900-01年　ペン・墨・淡彩　ウィ
ーン・レオポルト美術館
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触
れ
て
の
み
、
共
同
体
を
つ
く
り
う
る
。
教
会
は
、
た
し
か
に
経
験
的

に
は
可
視
的
だ
が
、
本
来
は
不
可
視
的
で
あ
り
、﹁
信
仰
に
と
っ
て
の
み
、

新
し
い
歴
史
的
可
能
性
を
つ
か
む
服
従
に
と
っ
て
の
み
、
可
視
的
に
な

る
﹂︵
32
︶。

　

画
家
ク
レ
ー
は
、
一
九
一
八
年
の
キ
リ
ス
ト
教
的
題
材
に
よ
る
作
品
で
、

洗
礼
や
聖
餐
と
い
う
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は
マ
リ
ア
の
出
産
や
降
下

す
る
天
使
で
、
画
面
の
切
断･

再
接
合
を
ふ
く
め
、
い
わ
ば
﹁
か
ら
だ
﹂

を
可
視
化
し
た
。
こ
こ
で
は
、
な
に
を
描
く
の
か
で
は
な
く
、
い
か
に
制

作
す
る
の
か
、
と
い
う
画
家
の
身
体
的
な
制
作
行
為
そ
の
も
の
が
自
己
検

証
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
検
証
は
芸
術
的
価
値
、
感
性
的
＝
美
的
価

値
を
め
ぐ
る
共
同
体
の
可
能
性
に
む
け
ら
れ
た
。
ブ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

教
会
と
い
う
共
同
体
が
﹁
新
し
い
歴
史
的
可
能
性
を
つ
か
む
服
従
﹂
に
お

い
て
の
み
、
す
な
わ
ち
バ
ル
ト
に
戻
れ
ば
、
神
と
人
間
と
の
絶
対
的
な
隔

絶
を
踏
ま
え
て
の
み
、
真
の
共
同
体
が
成
立
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
ト

と
ブ
ル
ト
マ
ン
の
思
想
の
間
に
不
連
続
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う
理
解
し

て
よ
い
。
イ
エ
ス
の
﹁
か
ら
だ
﹂
と
﹁
ケ
リ
ュ
グ
マ
＝
語
り
か
け
﹂
の
一
致

が
、
隔
絶
を
啓
示
に
導
き
、
共
同
体
が
生
ま
れ
る
。

　

た
だ
し
、
画
家
ク
レ
ー
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
の
﹁
語
り
か
け
﹂
が
言
語

で
し
か
あ
り
え
な
い
と
き
、
造
形
芸
術
と
い
う
物
質
的
素
材
に
も
と
づ
く

表
現
行
為
は
そ
も
そ
も
﹁
語
り
か
け
﹂
を
開
示
し
う
る
の
か
否
か
と
の
ア

ポ
リ
ア
が
生
ま
れ
る
。
一
九
一
八
年
の
︽
ゲ
ル
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
記
念
画
︾

で
﹁
孤
立
／
ひ
と
り
﹂
と
﹁
強
大
／
化
け
も
の
﹂
を
対
比
し
た
と
き
、
ク
レ

ー
は
、﹁
強
大
﹂
の
な
か
に
イ
エ
ス
の
言
語
に
よ
る
﹁
語
り
か
け
﹂
ま
で
も

想
定
し
て
い
た
と
み
な
し
て
よ
い
。

　

キ
リ
ス
ト
教
を
礼
拝
的
行
為
か
ら
み
る
と
き
、
そ
の
中
心
は
、
説
教

︵P
red

igt

︶
と
聖
餐
︵E

u
ch

aristie

︶
に
な
り
、
歴
史
的
に
ロ
ー
マ･

カ
ト

リ
ッ
ク
は
聖
餐
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
説
教
を
根
本
に
お
く
。
ブ
ル
ト

マ
ン
は
、
こ
の
説
教
を
教
職
者
に
よ
る
教
説
︵Leh

re

︶
と
、
イ
エ
ス
に

よ
る
真
の
説
教
︵
ケ
リ
ュ
グ
マK

erygm
a

︶
と
に
峻
別
し
た
。
わ
れ
わ
れ

が
注
目
し
た
の
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン
が
﹁
か
ら
だ
﹂
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、

た
と
え
ば
聖
餐
を
通
じ
て
、
人
間
と
イ
エ
ス
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
と
の
出
会
い

を
告
げ
る
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
ブ

ル
ト
マ
ン
の
記
述
に
触
れ
る
と
、
神
学
研
究
の
通
時
的
文
脈
を
す
こ
し
逸

脱
す
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
カ
ー
ル･

ラ
ー
ナ

ー
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

聖
餐
は
、
七
つ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
は
な
く
、﹁
究
極
的
な

意
味
で
、
教
会
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂。

﹁
晩
餐
の
制
定
は
、
教
会
の
制
定
、
そ
し
て
、
救
い
の
仲
介
者
と
し
て
の

イ
エ
ス
の
自
己
理
解
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
﹂。﹁
苦
し
み
、

息
絶
え
る
神
の
僕
の
肉
と
血
は
、［
そ
こ
で
］
現
実
と
な
り
、
そ
う
し
た

も
の
と
し
て
し
か
現
実
化
し
え
な
い
﹂。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
お
い
て
﹁
個

人
と
し
て
の
人
間
と
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
人
間
と
の
弁
証
法
的
統
一
、

す
な
わ
ち
共
属
性
と
同
時
に
、
非
・
同
一
性
が
あ
ら
わ
れ
る
。﹂
／
﹁
人

間
の
あ
り
よ
う
は
、
こ
と
ば
︵W

o
rt

︶・
言
語
︵Sp

rach
e

︶
の
あ
り
よ
う

そ
の
ま
ま
な
の
だ
が
、
ま
た
身
振
り
、
象
徴
、
行
為
︵H

an
d
lu

n
g

︶
の

あ
り
よ
う
で
も
あ
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
、
究
極
的
に
は
神
の
有
効
な
こ
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と
ば
に
共
約
さ
れ
る
と
し
て
も
、
こ
と
ば
と
は
異
な
る
他
の
形
態
［
水
に

沈
む
・
食
事
・
塗
油
・
按
手
］
も
と
る
﹂︵
ラ
ー
ナ
ー
︶︵
33
︶。

　

ラ
ー
ナ
ー
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
者
が
、
神
の
﹁
こ
と
ば
﹂
と
と
も
に
、
洗
礼
︵
水
に
沈
む
︶、
食
事
と
い

っ
た
﹁
行
為
﹂
に
、
弁
証
法
的
統
一
の
あ
り
か
を
見
い
だ
す
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
ラ
ー
ナ
ー
の
記
述
が
重
み
を
も
っ
て
響
く
の
は
、
こ
の
神

学
者
の
主
導
に
よ
っ
て
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
か
ら
四
〇
〇
年
間
も
維
持

さ
れ
て
き
た
ミ
サ
典
礼
が
改
革
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
委
細

は
お
く
と
し
て
、
ミ
サ
典
礼
書
総
則
の
一
項
目
を
あ
げ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ

う
。﹁
２
６
２　

聖
堂
内
の
祭
壇
は
一
般
に
、
固
定
し
奉
献
さ
れ
た
も
の

と
し
、
そ
の
周
り
を
誰
も
が
た
や
す
く
動
け
て
、
会
衆
に
対
面
し
て
ミ
サ

が
行
え
る
よ
う
に
、
ひ
ろ
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
。
そ
の
位
置
も
、
会

衆
全
員
の
注
意
が
お
の
ず
と
集
ま
る
よ
う
な
、
空
間
の
中
央
が
望
ま
し

い
﹂︵
34
︶。
祭
壇
の
設
置
は
、
旧
来
の
制
定
と
は
正
反
対
に
、
会
衆
と
の

対
面
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ･

カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
堂
空
間
も
し
た

が
っ
て
、
長
堂
バ
シ
リ
カ
形
式
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
呼
応
す

る
集
中
式
空
間
に
変
化
し
て
ゆ
く
。

　

ブ
ル
ト
マ
ン
と
ラ
ー
ナ
ー
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
と
し
て
立
場
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
啓
示
を
め
ぐ
る
人
間
の
実
存
的

な
﹁
か
ら
だ
﹂、
身
体
的
行
為
を
め
ぐ
る
弁
証
法
的
統
一
、
対
話
を
共
有

し
て
い
よ
う
。
も
と
よ
り
、
絶
対
的
相
対
と
い
う
隔
絶
か
ら
啓
示
的
真
理

へ
と
超
出
を
可
能
に
し
、
そ
し
て
共
同
体
を
実
現
し
う
る
の
は
、
イ
エ
ス

の
﹁
か
ら
だ
﹂
の
う
ち
な
る
﹁
語
り
か
け
﹂
の
こ
と
ば
の
力
で
あ
る
。
し
か

し
ク
レ
ー
は
こ
こ
で
、
ア
ポ
リ
ア
と
戦
い
、
ア
ポ
リ
ア
に
と
ど
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
﹁
か
ら
だ
﹂
の
う
ち
な
る
﹁
こ
と
ば
﹂
で
は
な

く
、
そ
の
反
対
相
と
し
て
、﹁
こ
と
ば
﹂
の
う
ち
な
る
﹁
か
ら
だ
﹂
と
行
為

の
力
に
ケ
リ
ュ
グ
マ
を
見
い
だ
せ
な
い
か
と
の
問
い
で
あ
る
。
ク
レ
ー
は

生
涯
に
制
作
し
た
約
九
五
〇
〇
点
の
ほ
と
ん
ど
に
作
品
名
を
推
敲
し
、
お

お
く
の
作
品
に
み
ず
か
ら
そ
の
﹁
こ
と
ば
﹂
を
記
入
し
た
。
画
家
と
し
て

他
に
例
を
み
な
い
作
業
で
あ
る
。
ア
ポ
リ
ア
に
対
す
る
ク
レ
ー
の
不
断
の

努
力
と
理
解
し
よ
う
。
ア
ポ
リ
ア
は
解
き
え
な
い
と
し
て
も
、
美
術
史
研

究
の
立
場
に
身
を
お
く
と
き
、
二
人
の
神
学
者
に
よ
っ
て
、
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
の
場
か
ら
、
芸
術
に
お
け
る
感
性
的
＝
美
的
な
価
値
と
真
理
か
ら
神

の
啓
示
に
通
じ
る
小
さ
な
杣
径
が
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
よ
う
。

　

建
築
史
学
の
カ
イ･

カ
ッ
ペ
ル
は
、
現
代
ド
イ
ツ
の
教
会
建
築
、
と
く

に
警
告
碑
︵M

ah
n
m

al

︶
や
強
制
収
容
所
遺
構
内
の
礼
拝
堂
・
聖
堂
を

対
象
と
す
る
優
れ
た
研
究
書
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
一
書
の
冒
頭
に
、

﹁
ル
カ
福
音
書
﹂
の
一
節
を
掲
げ
、
感
性
的
な
記
憶
と
記
録
的
記
憶
を
論

じ
る︵
35
︶。
イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
は
、
過
越
の
祝
い
の
食
事
を
最
後
の
別

れ
の
晩
餐
と
し
た
。
こ
れ
は
、
最
初
の
聖
餐
式
で
も
あ
る
。
イ
エ
ス
は
語

る
。﹁﹃

き
み
た
ち
に
話
し
て
お
く
が
、
私
は
、
神
の
国
が
到
来
す
る
ま
で
、

今
後
ぶ
ど
う
か
ら
作
っ
た
も
の
を
、
も
う
飲
ま
な
い
﹄。
そ
れ
か
ら

彼
は
パ
ン
を
と
っ
て
感
謝
し
、
こ
れ
を
割
き
、
弟
子
た
ち
に
分
け
て

か
ら
、
言
わ
れ
た
。﹃
こ
れ
は
私
の
か
ら
だ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
き
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み
た
ち
に
与
え
ら
れ
る
。
私
の
記
憶
︵G

ed
äch

tn
is

︶
と
し
て
、
こ

の
よ
う
に
し
な
さ
い
﹄。
食
事
の
の
ち
、
杯
を
同
じ
よ
う
に
し
て
か

ら
、
言
わ
れ
た
。﹃
こ
の
杯
は
、
私
の
血
に
よ
る
新
し
い
契
約
で
あ

る
。
そ
の
血
は
、
き
み
た
ち
の
た
め
に
流
さ
れ
る
の
で
す
﹄﹂︵
ル
カ

22･ 16-20
︶

　

バ
ル
ト
は
、
人
間
と
神
と
の
隔
絶
、
究
極
的
断
念
に
よ
っ
て
、
神
そ
の

も
の
の
認
識
が
開
か
れ
、﹁
ま
た
歴
史
の
永
遠
の
意
味
の
認
識
を
得
る
た

め
の
道
が
切
り
開
か
れ
る
﹂
と
述
べ
た
。
だ
が
、
晩
餐
の
イ
エ
ス
の
こ
と

ば
は
、
ま
さ
に
感
性
的
で
、
聴
く
者
に
共
苦
・
共
感
を
訴
求
し
つ
つ
、
し

か
も
隔
絶
や
断
念
を
も
た
ら
し
が
た
い
ほ
ど
に
揺
れ
動
い
て

響
く
。
カ
ッ
ペ
ル
の
立
論
は
お
く
と
し
て
も
、﹁
記
憶
﹂
に
お

け
る
感
性
性
と
記
録
性
の
両
極
性
は
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
の
関
心
で
は
、
そ
の
両
極
性
は
﹁
か
ら
だ
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
に

な
ろ
う
。
最
後
の
晩
餐
で
イ
エ
ス
の
語
る
﹁
記
憶
︵G

ed
äch

tn
is

︶﹂
に
、

﹁
か
ら
だ
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
を
問
う
の
は
ア
ポ
リ
ア
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し

て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
美
術
史
学
が
こ
の
ア
ポ
リ
ア
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な

い
場
が
あ
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
ド
イ
ツ
の
強
制
収
容
所
遺
構
内
で
、
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
小
聖
堂
と
小
礼
拝
堂
の
二
つ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
で
あ
る
︵
図
12
・
13
︶。
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
帰
趨
を
問

う
わ
け
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
﹁
か
ら
だ
﹂
と
し
て
受
け
と
め
る
記
憶

と
﹁
こ
と
ば
﹂
と
し
て
受
け
と
め
る

記
憶
の
差
異
が
建
築
作
品
に
輻
輳
し
、

﹁
隔
絶
﹂
や
﹁
断
念
﹂
を
突
き
つ
け
る
。

だ
が
、
ダ
ッ
ハ
ウ
の
遺
構
を
歩
む
と

き
、
身
体
的
芸
術
的
な
感
性
の
た
ど

る
杣
径
が
、
と
き
に
、
言
語
で
被
覆

さ
れ
た
永
遠
の
意
味
を
﹁
か
ら
だ
﹂

が
開
示
す
る
道
に
な
り
う
る
と
理
解

す
る
に
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図12　J.ヴィーダーマン《カトリック・
キリストの死の不安の礼拝堂》1960
年　ダッハウ強制収容所遺構内

図13　H.シュトゥリッフラー《福音派・宥和
教会堂》1965-67年　ダッハウ強制収容所遺
構内
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ベ
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︽
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︵A

n
gelu

s n
o
vu

s

︶︾
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